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Cisco Configuration Assistant 2.0 以降のリリース ノート

Release Notes for Cisco Configuration Assistant 2.0 and Later

CCA 2.2(1) について

このリリース ノートは、Cisco Configuration Assistant リリース 2.2(1)、2.2、2.1(1)、
2.1、2.0(1)、2.0、およびこれらのリリースに適用される制限事項、制約事項、警告事項

に関する重要な情報を記載しています。

内容

これらのリリース ノートは、次のトピックで構成されています。

• 「概要」（P.2）

• 「新機能」（P.2）

• 「システム要件」（P.12）

• 「Cisco Configuration Assistant のダウンロード」（P.15）

• 「Cisco Configuration Assistant のアップデート」（P.16）

• 「Cisco Configuration Assistant を使用したソフトウェアのアップグレード」

（P.17）

• 「Cisco UC 500 ソフトウェア パック」（P.17）

【注意】シスコ製品をご使用になる前に、安全上の注意

（www.cisco.com/jp/go/safety_warning/）をご確認ください。

本書は、米国シスコシステムズ発行ドキュメントの参考和訳です。

リンク情報につきましては、日本語版掲載時点で、英語版にアップ

デートがあり、リンク先のページが移動 / 変更されている場合があ

りますことをご了承ください。

あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容については米国サ

イトのドキュメントを参照ください。

また、契約等の記述については、弊社販売パートナー、または、弊

社担当者にご確認ください。
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• 「Cisco SR 500 シリーズ セキュア ルータ モデル SR 520 T1 ソフトウェア パック」

（P.21）

• 「Cisco IOS の最小リリースおよびデバイス ファームウェアの最小バージョン」

（P.21）

• 「制限および制約事項」（P.23）

• 「特記事項」（P.26）

• 「未解決の警告事項」（P.27）

• 「解決済みの警告事項」（P.64）

• 「マニュアルの入手方法、テクニカル サポート、およびセキュリティ ガイドライン」

（P.73）

• 「Cisco Configuration Assistant 2.1 に関する文書変更」（P.73）

• 「関連資料」（P.74）

概要

Cisco Configuration Assistant（CCA）は、Cisco Smart Business Communications 
システム（SBCS） ポートフォリオ製品の一部であり、Cisco ネットワーク ソリューショ

ンの設定、展開、管理タスクを簡素化し、ネットワークのセキュリティの向上とパフォー

マンスの改善を図ります。さらに、ネットワークの展開と設定にかかる時間を短縮します。

この PC ベースのアプリケーションは、ユーザが 8 ～ 100 名の小規模ビジネス ネット

ワーク用に設計されているため、グラフィカル ユーザ インターフェイス（GUI）を備えて

おり、この GUI で小規模のオフィス ネットワークに必要なあらゆる設定を実行できます。

新機能

次の項では、これらのリリースで提供されている新機能について説明します。

• 「Cisco Configuration Assistant 2.2(1)」（P.3）

• 「Cisco Configuration Assistant 2.2」（P.4）

• 「Cisco Configuration Assistant 2.1(1)」（P.6）

• 「Cisco Configuration Assistant 2.1」（P.7）

• 「Cisco Configuration Assistant 2.0(1)」（P.8）

• 「Cisco Configuration Assistant 2.0」（P.9）
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Cisco Configuration Assistant 2.2(1)

CCA のリリース 2.2(1) では、次の機能およびデバイスの設定に対するサポートが追加さ

れています。

• Cisco SA 500 シリーズ セキュリティ アプライアンス

重要：CCA をサポートするには、SA 500 ファームウェアのバージョン 1.1.5 以降が

必要です。最新の SA 500 ファームウェアをダウンロードするには、

www.cisco.com/go/sa500software にアクセスしてください。Cisco.com にログイ

ンする必要があります。

Cisco SA 500 セキュリティ アプライアンスの基本設定および管理タスクを実行でき

ます。この基本設定および管理タスクには、ホスト名の設定、ユーザとパスワードの

設定、NTP によるタイム ゾーンの設定、基本 SNMP 設定値の設定、ソフトウェア 
アップグレードの実行、設定のバックアップと復元、およびデバイスの再起動または

リセットなどがあります。

追加機能を設定するには、[CCA Topology] ビューで [SA 500] アイコンを右クリッ

クし、[Configuration Utility] をクリックして Web ベースの SA 500 の管理 UI を起

動します。

• 電話のドラッグアンドドロップによるアップグレード（SPA500 シリーズ、SPA 
525G IP 電話）のロード

SPA 500 シリーズおよび SPA 525G 電話ロードファイルを PC から [Topology] 
ビューの UC 500 アイコンにドラッグアンドドロップすると、ファームウェアがアッ

プグレードされます。

• SPA 500S 拡張モジュール ボタン設定の拡張

SPA 500S 拡張モジュールでサポートされているボタン タイプは、Normal、
Monitor、Shared、CO Line（アナログ FXO トランク）、Overlay、Overlay w/ Call 
Waiting、Speed-Dial、および Watch です。

重要  SPA 500S 拡張モジュールおよび [Monitor] ビューなどの新機能を備えた 
SPA 525G 電話をサポートするには、SPA 525G 電話ファームウェアのバージョン 
7.4.3 が必要です。

SPA 525G 電話ファームウェアをダウンロードするには、Cisco.com
（www.cisco.com/go/software）で [Download Software] のメイン ページにアクセ

スし、[Voice and IP Communications] > [IP Telephony] > [IP Phones] > [Cisco 
Small Business Pro SPA 500 Series Phones] > [Cisco SPA 525G 5-Line IP Phone 

with Color Display] を選択します。[IP Telephone Firmware] > [Latest Releases] へ
のリンクをクリックして、[Version 7.4.3] を選択してください。Cisco.com にログ

インする必要があります。
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SBCS 上で SPCP モードで動作している SPA 525G 電話の [Monitor] ビューは、現

在 CCA を使用して設定できません。このソリューションを設定する方法の詳細につ

いては、次の URL の「Small Business Support Community」で、『How to Enable 
Video Monitoring on the SPA 525G in SIP mode or SPCP Mode』というアプリ

ケーション ノートを参照してください。

https://www.myciscocommunity.com/docs/DOC-11631

Cisco Configuration Assistant 2.2

CCA のリリース 2.2 では、次の機能とデバイスの設定に対するサポートが追加されていま

す。

• UC 500 ソフトウェア パック 8.0.0。最新の電話ファームウェア、Cisco IOS イメー

ジ、ボイスメール ソフトウェア、および工場出荷時のデフォルト設定ファイルが含

まれています。「Cisco UC 500 ソフトウェア パック」（P.17）を参照してください。

• Cisco Unified Communications モデル UC 560 デバイスのサポート。Unified 
Communications 500 シリーズ モデル UC 560 プラットフォームを管理します。

UC 560 では、ライセンス管理や SSL VPN を含め、UC 540 で実行可能なすべての 
CCA 機能の設定、メンテナンス、監視、バックアップ、およびアップグレードの各

タスクがサポートされます。

UC 560 プラットフォームでボイスメール ストレージ追加用のボイスメール コンパ

クト フラッシュをアップグレードします（[Maintenance] > [Voicemail Upgrade]）。

• Cisco AP541N 無線アクセス ポイント デバイスのサポート。CCA を使用して、

Cisco AP541N デュアル バンド シングル無線アクセス ポイントを検出および管理し

ます。このアクセス ポイントは Cisco SBCS 展開の一部です。また、システム ダッ

シュボード パレットから [Wireless Client] ウィンドウを起動して、AP541N に関連

付けられた無線クライアントのステータスを監視することもできます。

• Cisco Small Business Pro ESW 500 シリーズ 8 ポート PoE スイッチ デバイス

のサポート。CCA を使用して、次の Cisco Small Business Pro ESW 500 シリーズ 
8 ポート PoE スイッチを管理します。

– モデル ESW-520-8P 8 ポート FastEthernet スイッチ（PoE 対応）

– モデル ESW-540-8P 8 ポート ギガビット イーサネット スイッチ（PoE 対応）

• SPA 500S 拡張モジュールのサポート。SPA-525G または SPA-500 シリーズ電話

に 32 ボタン拡張モジュールを最大 2 つ接続して、最大 64 本までの回線を追加でき

ます。この拡張モジュールでは、モニタ回線と短縮ダイヤルがサポートされます。
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• Phone VPN Setup ウィザード。SPA 525G IP 電話で SSL VPN クライアント設定

をイネーブル化および設定するには、Phone VPN Setup ウィザードを使用します。

SPA 525G 電話ファームウェアのバージョン 7.4.2 以降が必要です。このファーム

ウェアは、UC 500 8.0.0 ソフトウェア パッケージに含まれています。また、SSL 
VPN サーバをフルトンネル モードで設定する必要があります。

• エラー メッセージの表示と処理の一元化

– 設定中に発生するエラー メッセージを CCA デスクトップの 1 つの場所から表

示します。

– エラー メッセージをクリックすると、対応するウィンドウにフォーカスが当た

り、エラーを含むフィールドが強調表示されます。

• 発信者 ID の拡張。各 PSTN トランク タイプの発信者 ID として使用し、個々の内線

番号のトランク レベルの発信者 ID を上書きするように電話番号を設定します。

発信者 ID オプションにアクセスするには、[Configure] > [Telephony] > [Dial Plan] 
> [Outgoing Dial Plan] を選択し、[Caller ID] タブをクリックします。Telephony 
Setup ウィザードを使用して、PSTN トランクにトランクごとの発信回線 ID も設定

できます。

• Topology ビューからの Bonjour デバイスの検出

[Topology] ビューから、Cisco PVC2300 ビデオ カメラと WVC2300 ビデオ カメラ

および Bonjour をサポートするサードパーティ製プリンタを検出できます。このよ

うなデバイスを管理するには、デバイスに組み込みの Web 管理ツールを使用して、

[Configuration Utility] オプションを選択します。

• Worldexchange や Skype などの SIP プロバイダーの追加。

• Windows 7 SSL VPN クライアントのサポート。Windows 7 で動作する 32 ビット

および 64 ビット Anyconnect クライアントのサポート。

• Telephony Setup ウィザード。このウィザードから [Software Upgrade] ウィンド

ウを起動するためのオプションを表示し、UC 560 の設定（デュアル T1/E1 トラン

クと最大 100 人のユーザを含む）をサポートするためにアップデートされました。

• ユーザ インターフェイスの変更およびその他の拡張

– 別のウィンドウから PSTN トランク インターフェイス設定値を設定します。

[Configure] > [Telephony] > [Trunks] > [PSTN Trunks] を選択します。

– Redesigned Topology ビュー。

– 現在のデフォルトの Voicemail Access Extension（ボイスメール アクセス内

線番号）は 399 です。現在のデフォルト自動音声応答の内線番号は 398 です。

現在のデフォルト自動音声応答プロンプト管理の内線番号は 397 です。
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– SSL-VPN 設定に、スプリット トンネリングをイネーブルにするためのオプ

ションが組み込まれるようになりました。

Cisco Configuration Assistant 2.1(1)

CCA のリリース 2.1(1) は、次の項目に対処するメンテナンス リリースです。

• ポルトガル語およびボイスメールと自動音声応答のロケールをサポート

• SSL-VPN サーバおよび SPA 500 電話のサポートを含む UC 520 ソフトウェア パッ

ケージ 7.0.4 をサポート（UC520-7.0.4.zip）

• 64 ビットと 32 ビットの Windows SSL VPN クライアント（SSL VPN サーバ フル

トンネル モード）をサポート

• SR 520-T1 デバイスのドラッグアンドドロップによるアップグレードをサポート

• Windows Vista 64 ビット版 OS のサポートを追加

• 次のユーザビリティの拡張：

– コール アドミッション制御：最大コール機能バーの項目は、[Configure] > 
[Telephony] > [Maximum Calls] の下に表示されます（従来は [Configure] > 
[Telephony] > [Advanced] > [Maximum Calls]）。

– 機能バーの [Monitor] > [Reports] の下にあった項目が再編成され、[Monitor] 
の下にある [Network]、[Security]、および [Telephony] の各カテゴリからアク

セスできるようになりました。

[Monitor] の下にあった [Reports] カテゴリは廃止されました。

• Multisite Manager：

– マルチサイト設定をエクスポートする際に事前共有キーを含めるか、除外する

ためのオプションを追加しました。キーがエクスポート対象の設定に含まれて

いる場合、そのキーはプレーン テキストで保存されます。

– CCA が既存のマルチサイト設定を検出したとき、あるいはユーザが Multisite 
Manager で [OK] または [Apply] をクリックすることによってマルチサイト設

定を正常に適用したときに、Multisite Manager のメイン ウィンドウにマルチ

サイト設定を削除するオプションが追加されます。

– Multisite Manager にセクションが追加され、このセクションに、トンネルを

強制的にアップにするボタンを含め、サイト間のトンネルのステータスの要約

が表示されます。

このリリースで対処されている既知の問題については、「Cisco Configuration Assistant 
2.1(1) で解決された警告事項」（P.65）を参照してください。
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Cisco Configuration Assistant 2.1

Cisco Configuration Assistant 2.1 で導入された新機能は、次のとおりです。

• Cisco Unified Communications モデル UC 540 デバイスのサポート：UC 520 で
サポートされる全機能を設定できるだけでなく、Product Authorization Key（PAK; 
プロダクト認証キー）を使用して、SSL VPN サーバとライセンスをアップグレード

できます。

• Cisco セキュア ルータ SR 520-T1 デバイスのサポート：ファイアウォールや DMZ 
などのセキュリティ機能、NAT、IPS、URL フィルタリング、EZ-VPN、および 
SSL VPN を設定します。SR 520-T1 は、マルチサイト展開の一部としても設定でき

ます。

• Cisco SPA 500 シリーズ IP Phone のサポート：モデル SPA 501G、SPA 502G、

SPA 504G、SPA 508G、および SPA 509G IP 電話を設定します。

• マルチサイトの設定と管理：Multisite Manager を使用すると、フルメッシュ トポロ

ジで最大 5 つのカスタマー サイトを設定してサイト間の短縮ダイヤルおよびサイト

間 VPN をイネーブルにできます。この機能にアクセスするには、[Home] > 
[Multisite Manager] または [Configure] > [Telephony] > [Multisite Manager] を選択

します。

• 新しいオンライン ヘルプ システム：システムのデザインが変更され、別のブラウザ 
ウィンドウで開きます。

• ダイナミック DNS（DDNS）設定：ダイナミック WAN IP アドレスを持つデバイス

にスタティック ホスト名を割り当てるために DHCP または PPPoE/IP ネゴシエー

ションを使用するサイトをサポートするように、この設定値を設定できるようになり

ました。この設定値にアクセスするには、[Configure] > [Routing] > [Internet 
Connection] を選択し、[Modify] をクリックします。

• トラフィック シェーピングとコール アドミッション制御：VoIP コールのサービス品

質を保証するために、これらの設定値を設定します。コール アドミッション制御を

設定するには、[Telephony] > [Advanced] > [Maximum Calls] を選択します。QoS 
設定値を設定するには、[Configure] > [Routing] > [Internet Connection] を選択し、

[Modify] をクリックし、[Traffic Shaping] タブを選択します。

• サードパーティ アプリケーションのサポート：Cisco SBCS またはサードパーティ 
アプリケーションのサービス URL、コール アカウンティング パラメータ、および認

証 URL を設定します。これらのオプションにアクセスするには、機能バーから 
[Applications] > [General Settings] および [Applications] > [Smart Applications] を
選択します。
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• 電話ロード管理：アップグレード前に、利用可能な電話ロードのリストを表示し、電

話ロードを削除して、インストールする電話ロードを選択します。次に電話ロードを

インストールするフラッシュの使用量を表示します。この機能にアクセスするには、

[Maintenance] > [Phone Load Management] を選択します。

• セキュリティ：セキュリティ機能のステータスを監視し、セキュリティに関するトラ

ブルシューティング ログを生成します。レポートにアクセスするには、[Monitor] > 
[Reports] > [Security] を選択します。診断ログ生成用のオプションにアクセスする

には、[Troubleshoot] > [Security Diagnostics] を選択します。

• 監視およびトラブルシューティング：電話機ごとのトラブルシューティング ログの

生成、T1 ループバック診断の実行、show コマンド全般の入力と出力の表示、Cisco 
IOS と CUE exec モード コマンドの実行、コマンド出力の表示を行います。これら

の機能にアクセスするには、機能バーから [Monitor] または [Troubleshoot] を選択し

ます。

• ユーザ インターフェイスの強化。

– テレフォニー関連の複数のウィンドウを同時に開くことができます。

– 会議、保留音、コール パーク、システム短縮ダイヤル、およびパーソナル短縮

ダイヤルなどの音声機能は、[Configure] > [Telephony] > [Voice Features] の
下の別ウィンドウで設定されます。

– 夜間サービスも別ウィンドウで設定されます（[Configure] > [Telephony] > 
[Night Service]）。

– SIP トランクは、[Configure] > [Telephony] > [Trunks] > [SIP Trunks] の下の

別ウィンドウで設定されます。

– 無線クライアントの使用状況レポートは、[Monitor] > [Wireless Usage] の下

にあります。

– アプリケーション設定ウィンドウの名称が変更され、[Applications] > 
[General Settings] および [Applications] > [Smart Applications] の下に再編

成されました。

Cisco Configuration Assistant 2.0(1)

Cisco Configuration Assistant 2.0(1) で導入された新機能は、次のとおりです。

• Telephony Setup ウィザードを使用して最大 64 人までのユーザを設定できます。

• Cisco UC 500 プラットフォームおよび SR 500 セキュア ルータのファイアウォール

/NAT デバッグ ログを作成できます（[Troubleshoot] > [Security Diagnostics] > 
[Firewall/NAT Debug Log]）。
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• 既存の音声トラブルシューティング ログに、ISDN デバッグ情報を生成するためのオ

プションを追加しました。このオプションは、T1/E1 または BRI 音声トランク イン

ターフェイスを使用する UC 500 プラットフォーム用です（[Troubleshoot] > [Voice 
Diagnostics] > [Voice Troubleshooting Log]）。

• T1/E1/BRI ステータス、NAT、ファイアウォール、およびシステム ログの各レポー

トを表示できます（[Monitor] > [Reports] > [Security] > [Firewall]、[NAT] および 
[Monitor] > [Reports] > [T1/E1/BRI Status]、[System Log]）。

• 基本 ACD 3.0.0.2 スクリプトのサポート。

B-ACD バージョン 3.00.2 スクリプトが Cisco Configuration Assistant 2.0(1) と一

緒にパッケージされています。B-ACD バージョン 3.0.0.2 スクリプトが UC 500 の 
flash:/bacdprompts ディレクトリで利用できず、B-ACD が未設定で、ソフトウェア 
パック 7.0.3 が使用中の場合、Cisco Configuration Assistant がスクリプトをデバイ

スにアップロードします。

• 発信者番号プレフィックスを [Outgoing Dial Plan] ウィンドウの [Caller ID] タブで

設定できるようになりました。

管理者が発信者 ID に [Use DID PSTN] 番号を選択し、着信 DID 番号が表示される発

信者 ID 番号より短い場合、管理者は、発信者 ID に完全な E.164 番号が表示される

ように発信者 ID プレフィックスを指定できます。これは、ISDN BRI および PRI を
取り付けた場合によく使用される設定シナリオです。

• UC 500 デバイスおよび SR 500 デバイスでは、スタティック NAT が設定された場

合、Cisco Configuration Assistant は NAT 設定で指定された TCP ポートまたは 
UDP ポートに対して自動的にファイアウォールを開きます。

• [Restart CUE] オプションは、[Restart/Reset] ウィンドウから [Topology] ビューの

右クリック メニューに移されました。CUE をリロードするには、[Home] > 
[Topology] に進み、[Topology] ビューを開きます。このビューの [UC 500] アイコ

ンを右クリックして、[Restart CUE] を選択します。

Cisco Configuration Assistant 2.0

Cisco Configuration Assistant で導入された新機能は、次のとおりです。

• Cisco ESW 500 シリーズ スイッチ（全モデル）を管理できます。

• Telephony Setup ウィザード。使いやすいセットアップ ユーティリティ。このユー

ティリティでは、Cisco Unified Communications 500 シリーズ プラットフォームで

最大 24 人までのユーザに対して基本的なテレフォニー ソリューションを設定するた

めに必要なステップを迅速にガイドします。UC 500 デバイスを工場出荷時のデフォ

ルト設定にリセットする必要があります。
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• ダッシュボード：Cisco Unified Communications 500 シリーズ プラットフォームお

よびその他の管理対象デバイスのシステム ヘルスとステータスを直観的にひと目で

確認できるグラフィック表示。

• ハードウェアベースの会議：利用可能な会議リソースに基づいて、セッションを 
Meet-Me およびアドホック会議に割り当てます。

• ボイスメール設定

– ボイスメールへの直接転送を設定する

– グループおよび個人ボイスメール ボックスの割り当てを分単位で表示および管

理する

– ユーザ内線番号の個人メールボックスをイネーブルまたはディセーブルにする

– 共有回線のメールボックスを GDM または個人メールボックスとして設定する

• 電話の設定

– ユーザおよび電話を管理するインターフェイスのデザインを変更

– IP 電話用の監視モード ボタンを設定

– IP 電話の電話内線でオクタル回線をサポートするオクタル回線を設定

• 基本自動コール分配の設定

• SBCS プラットフォーム用に追加された新しい Cisco Smart Business アプリケー

ションの設定

– Single Number Reach（SNR）

– WebEx PhoneConnect

– TimeCardView

• ネットワークおよび音声診断ツール

– PING、トレース、DHCP バインディング、無線クライアント ステータス、お

よびシステム ステータス

– 簡単な着信および発信ダイヤル プラン テストを実行

– 音声トラブルシューティング ログを作成

– Cisco TAC 用の show コマンド出力でエキスパート モード テレフォニー レ
ポートを表示し、使用をサポート
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• 使用状況アクティビティ データの収集とアップロード（詳細は、「使用状況アクティ

ビティの追跡」（P.11）を参照）

このリリースでは、ユーザビリティおよびナビゲーションを向上させるために、ユーザ イ
ンターフェイスの変更と拡張もいくつか行われています。

使用状況アクティビティの追跡

使用状況アクティビティ追跡機能は、Cisco SBCS デバイスを展開するために Cisco 
Configuration Assistant を使用する方法について自動的にフィードバックを提供するよう

に設計されています。この機能によって共有されるデータは、今後製品のユーザビリティ

およびソフトウェア品質を向上させるうえで役立ちます。

使用状況アクティビティ追跡機能は、Cisco Configuration Assistant の End User 
License Agreement（EULA; エンドユーザ ライセンス契約書）に記述されているように、

デフォルトでイネーブルになっています。Cisco Configuration Assistant の EULA を表

示するには、Cisco Configuration Assistant メイン メニューから [Help] > [About] を選

択し、[End User License Agreement] リンクをクリックします。

使用状況アクティビティ追跡機能をディセーブルにするには、[System] > [Preferences] 
を選択して [Preferences] ダイアログを開き、[Usage Activity] タブをクリックして、

[Enable usage activity collection] オプションをオフにします。

このオプションがイネーブルのときには、次の使用状況統計だけが収集されます。

• Cisco Configuration Assistant のバージョンと国際化

• Cisco Configuration Assistant によって管理されるデバイスのタイプ

• 各管理対象デバイスのソフトウェア バージョン（Cisco IOS のバージョン、スイッ

チのファームウェア バージョン、ボイスメール ソフトウェアのバージョンなど）

• ユーザ アクション

– 機能ウィンドウの起動

– 機能ウィンドウおよびダイアログ内のタブ ナビゲーション イベント

– Cisco Configuration Assistant が変更をデバイスに適用するとき

設定の詳細は記録されません。収集されたデータは、設定に変更が適用されたこ

とだけを示します。

• データの送信元の公開 IP アドレス

これはユーザのサイト内のルータに対して、またはファイアウォールで、WAN ある

いはインターネット サービス プロバイダーによって維持され、割り当てられるイン

ターネット アドレスです。
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次の情報は収集されません。

• 顧客名、住所、その他の識別情報

• 製品シリアル番号またはその他の固有識別情報

• ルータまたはファイアウォールの背後のサイトにあるデバイスのホスト名あるいは 
IP アドレス 

• 電話番号または、ユーザあるいは VAR を一意に識別するために使用するその他の情

報 

• Cisco.com のユーザ名またはパスワード 

• デバイスに設定されているユーザ名またはパスワード 

ユーザ アクティビティの追跡は、Cisco Configuration Assistant を実行している PC の
テキスト ファイルに保管され、Cisco によってホストされたサーバにセッションごとに送

信されます。この情報は、送信後にユーザの PC から削除されます。

アクティビティの追跡データが送信されるたびに、イベント通知警告が生成されます。

システム要件

次の項では、システム要件について説明します。

• 「インストールの要件」（P.13）

• 「管理対象デバイスのサポート」（P.14）
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インストールの要件

Cisco Configuration Assistant をインストールする PC は、次の最小要件を満たしている

必要があります。

システム要件

対応オペレーティ

ング システム
Microsoft Windows Vista Ultimate、Microsoft Windows XP 
Service Pack 1 以上

Windows XP 64 ビット版、Windows Vista 64 ビット版

Cisco Configuration Assistant で必要なログ ファイルやプリ

ファレンス ファイルを作成できるように、ユーザのホーム ディレ

クトリおよびインストール ディレクトリへの書き込み権限を持っ

ている必要があります。

Windows Vista で動作する PC の場合、Cisco Configuration 
Assistant を更新、インストール、および使用するには、管理者

特権が必要です。Windows Vista でユーザ アカウント制御がイ

ネーブルの場合、CCA を起動したときに特権を引き上げるよう

求められます。

Mac OS のサポー

ト（バーチャライ

ゼーション ソフト

ウェアが必要）

Mac OS：10.4.10 以降

バーチャル OS：Parallels Desktop：3.0 / VMware Fusion：
1.0

ゲスト OS：Windows XP（Service Pack 2 以降）または 
Windows Vista Ultimate。CCA は、Virtual Network 
Computing（VNC; バーチャル ネットワーク コンピューティン

グ）クライアント経由でもリモート制御をサポートします。

ハードウェア FastEthernet 以上の LAN ポートを内蔵した PC

プロセッサ Pentium IV 1GHz 以上

ディスクの空き容

量

200MB（300MB を推奨）

メモリ 512MB 以上（1024MB を推奨）

ディスプレイ 画面解像度：1024 × 768 
カラー：65536 色
フォント サイズ：小
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管理対象デバイスのサポート

Cisco Configuration Assistant はスイッチ、ルータ、アクセス ポイント、および無線 
LAN コントローラを管理します。

ブラウザ Microsoft Internet Explorer 6.0 以降（Adobe Flash Player 10 以
降および Javascript が有効になっていること）

Adobe Flash Player の最新バージョンを入手するには、

www.adobe.com にアクセスしてください。Microsoft Internet 
Explorer ブラウザでは、Javascript を有効にする必要がありま

す（ダッシュボード、Wireless Setup ウィザード、Multisite 
Manager、Telephony Setup ウィザードでは必須）。

表 1 管理対象デバイスのサポート

デバイス タイプ モデル

スイッチ Catalyst Express 520 スイッチ（全モデル）

次の Cisco ESW 500 シリーズ スイッチの全モデル。

ESW-520-8P 8 ポート FastEthernet スイッチ（PoE 対応）

ESW- 540-8P 8 ポート ギガビットイーサネット スイッチ（PoE 対
応）

ESW 520-24、10/100 ポート×24（PoE 非対応）

ESW 520-24P、10/100 ポート×24（PoE 対応）

ESW 520-48、10/100 ポート×48（PoE 非対応）

ESW 520-48P、10/100 ポート×48（PoE 対応）

ESW 540-24、10/100/1000 ポート×24（PoE 非対応）

ESW 540-24P、10/100/1000 ポート×24（PoE 対応）

ESW-540-48、10/100/1000 ポート×48（PoE 非対応）

システム要件
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Cisco Configuration Assistant のダウンロード

Cisco Configuration Assistant は、次のサイトからダウンロードできます。

www.cisco.com/go/configassist

Cisco Configuration Assistant のインストール、起動、接続に関する情報については、次

のサイトを参照してください。

www.cisco.com/en/US/products/ps7287/prod_installation_guides_list.html

Cisco UC 500 ソフトウェア パックは、次のサイトからダウンロードできます。

www.cisco.com/go/uc500swpk

ルータ Cisco Unified Communications 500 シリーズ プラットフォーム

（全モデル）

Cisco SA 500 シリーズ セキュリティ アプライアンス、全モデル

（SA 520、SA 520W、SA 540）

Cisco SR 500 シリーズ セキュア ルータ

• モデル SR 520-ADSL（イーサネット）

• モデル SR 520-T1

Cisco 800 シリーズ ルータ：モデル 831、836、851、851W、

857、857W、871、871W、876、876W、877、877M、877W、

878、878W

アクセス ポイン

ト

Cisco Small Business Pro AP 541N デュアルバンド シングル無線

アクセス ポイント

Cisco 521 Wireless Express コントローラベースのアクセス ポイ

ント

Cisco 521 Wireless Express Autonomous アクセス ポイント

ワイヤレス 
LAN コント

ローラ

Cisco 526 Wireless Express モビリティ コントローラ

表 1 管理対象デバイスのサポート （続き）

デバイス タイプ モデル
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延期バージョン

Cisco Configuration Assistant の次のバージョンは延期され、現在はサポートされていな

いか、ダウンロードできません。

• CCA 1.0

• CCA 1.1

• CCA 1.5

• CCA 1.6

• CCA 1.7

Cisco Configuration Assistant のアップデート

注 Cisco Configuration Assistant 1.x インストールは、アプリケーション アップデート 
プロセスを使用してバージョン 2.0 以降にアップデートできません。Cisco.com

（www.cisco.com/go/configassist）から Cisco Configuration Assistant 2.0 をダウンロー

ドして手動でインストールする必要があります。『Cisco Configuration Assistant Smart 
Business Communications System Administrator Guide』に記載されているダウンロー

ドおよびインストールの指示に従ってください。

Cisco Assistant 2.0 へのアップグレードに成功したら、自動アプリケーション アップデー

ト機能を使用して、Cisco Configuration Assistant を以降のリリースに使用言語でアップ

デートできます。次の手順に従います。

1. Cisco Configuration Assistant を起動します。

2. [System] > [Application Updates] を選択します。

3. [Authentication] ウィンドウで、Cisco.com のユーザ名とパスワードを入力し、[OK] を
クリックします。

4. [Application Updates] ウィンドウで、[Yes] をクリックします。
16 Cisco Configuration Assistant 2.0 以降のリリース ノート
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Cisco Configuration Assistant を使用したソフトウェアのアップグ

レード

重要 ソフトウェアをアップグレードする前に、Cisco Configuration Assistant がインス

トールされている PC でサードパーティの TFTP または FTP サービスが実行されていな

いことを確認してください。アップグレード中、設定アシスタントが実行されている PC 
のファイアウォール ソフトウェアを一時的にディセーブルにし、アップグレードの完了後

に、ファイアウォールを再度イネーブルにしてください。

Cisco Configuration Assistant を使用すると、次のいずれかの方法で管理対象デバイスの 
Cisco IOS イメージをアップグレードできます。

• PC からソフトウェア イメージ ファイル、マッピングされているドライブ、または

ネットワーク ドライブを [Topology] ビューのデバイス アイコンにドラッグする。

• 機能バーから [Maintenance] > [Software Upgrade] を選択し、[Software Upgrade] 
ウィンドウを使用する。

Cisco Unified Communications 500 シリーズ プラットフォーム上の Cisco Unity 
Express（CUE）ソフトウェアをアップグレードするには、[Software Upgrade] ウィン

ドウを使用します。

詳細な説明については、[Software Upgrade] ウィンドウの [Help] をクリックしてくださ

い。

Cisco UC 500 ソフトウェア パック

Cisco UC500 ソフトウェアパックはサイズの大きい zip ファイルで、このファイルには 
Cisco UC 500 シリーズ プラットフォームに必要なすべてのファイルが含まれています。

各 zip ファイルには、次を含む UC 500 コンポーネントの複数の TAR/アーカイブ ファイ

ルが含まれています。

• UC 500 プラットフォーム用の IOS イメージ

• IP 電話ファームウェア ファイル

• ボイスメール ソフトウェア

• 各 SKU の工場出荷時のデフォルト設定

• 基本 ACD プロンプトやスクリプトなどのサポート ファイル、呼び出し音、およびデ

スクトップ イメージ
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モデル UC 520、UC 540、UC 560 プラットフォームには、UC 500 ソフトウェア パッ

ケージ ファイルが別途提供されています。ご使用の UC 500 プラットフォームに適した

ファイルをダウンロードしてください。

ソフトウェア パックには、次の 2 種類があります。

• デフォルト ソフトウェア パック：デフォルト ソフトウェア パックは、Cisco 
Configuration Assistant および SBCS ソリューションで完全にテスト済みです。

• Early Adopter（EA）ソフトウェア パック：Early Adopter ソフトウェア パック

は、最新の電話ファームウェア、IOS、ボイスメール、および自動音声応答ソフト

ウェア リリースを提供し、インストールおよびアップグレードだけについてテスト

されています。

Cisco UC 500 ソフトウェア パックをダウンロードするには、次の URL にアクセスして

ください。

www.cisco.com/go/uc500swpk

IP 電話のローカリゼーション ファイルおよびボイスメールのローカリゼーション ファイ

ルもこの URL から入手できます。Cisco.com にログインする必要があります。

これらの UC 500 ソフトウェア パックは、Cisco Configuration Assistant リリース 2.1、
2.0(1) および 2.0 と互換性があります。UC 520 プラットフォームと UC 540 プラット

フォームには、次の表に示すように、別のパッケージを使用します。

• 表 2「Cisco UC 520 ソフトウェア パッケージ」（P.18）

• 表 3「Cisco UC 540 ソフトウェア パッケージ」（P.20）

• 表 4「Cisco UC 560 ソフトウェア パッケージ」（P.20）

表 2 Cisco UC 520 ソフトウェア パッケージ

UC 520 ソフトウェア パッ
ク バージョン

ファイル名 CCA バージョンの互換性 コンポーネント / バージョン情報

デフォルト ソフトウェア パック

UC 520 用 8.0.0 UC520-8.0.0.zip CCA 2.2 以降 Cisco IOS 15.0.1.XA
CUCME 8.0
CUE 7.1.3
B-ACD スクリプト v3.0.0.2
SPA 500 シリーズ IP Phone サポート

（7.4.2）
UC 520 工場出荷時のデフォルト設定
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UC 520 用 7.0.4 UC520-7.0.4.zip CCA 2.1(1) 以降 Cisco IOS 12.4(20)T4 
CUCME 7.0 
CUE 7.0.3 
B-ACD スケジュール v.3.0.0.2 
SPA 500 シリーズ IP Phone サポート 
UC 520 工場出荷時のデフォルト設定

UC 520 用 7.0.3 UC520-7.0.3.zip CCA 2.0 以降 Cisco IOS 12.4(20)T2
CUCME 7.0
CUE 7.0.3
B-ACD スクリプト、v2.1.2.3（v3.0.0.2 
へのアップグレードが必要）

UC 520 工場出荷時のデフォルト設定

UC 520 用 4.2.9 UC520-4.2.9.zip CCA 2.0 以降

基本機能設定のみ

Cisco IOS 12.4(11)XW9
CUCME 4.2
CUE 3.2.1
UC 520 工場出荷時のデフォルト設定

Early Adopter ソフトウェア パック

UC 520 用 7.1.3 Early 
Adopter

UC520-7.1.3-
ea.zip

CCA 2.1 以降 Cisco IOS 12.4(22)YB4 
CUCME 7.1 
CUE 7.0.3 
BACD スクリプト、v3.0.0.2 
UC 520 工場出荷時のデフォルト設定 
SPA 500 シリーズ IP Phone サポート

UC 520 用 7.1.1 Early 
Adopter

UC520-7.1.1a-
ea.zip

CCA 2.0 以降 Cisco IOS 12.4(22)YB
CUCME 7.1
CUE 7.0.3
B-ACD スクリプト、v2.1.2.3（v3.0.0.2 
へのアップグレードが必要）

UC 520 工場出荷時のデフォルト設定

表 2 Cisco UC 520 ソフトウェア パッケージ （続き）

UC 520 ソフトウェア パッ
ク バージョン

ファイル名 CCA バージョンの互換性 コンポーネント / バージョン情報
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表 3 Cisco UC 540 ソフトウェア パッケージ

UC 540 ソフトウェア パッ
ク バージョン

ファイル名 CCA バージョンの互換性 コンポーネント / バージョン情報

デフォルト ソフトウェア パック

UC 540 用 8.0.0 UC540-8.0.0.zip CCA 2.2 以降 Cisco IOS 15.0.1.XA
CUCME 8.0
CUE 7.1.3
B-ACD スクリプト v3.0.0.2
SPA 500 シリーズ IPIP Phone サポー
ト（7.4.2）
UC 540 工場出荷時のデフォルト設定

UC 540 用 7.1.3 UC540-7.1.3.zip CCA 2.1 以降 Cisco IOS 12.4(24)SB 
CUCME 7.1 
CUE 7.0.3 
B-ACD スクリプト、v3.0.0.2 
UC 540 工場出荷時のデフォルト設定 
SPA 500 シリーズ IP Phone サポート

表 4 Cisco UC 560 ソフトウェア パッケージ

UC 560 ソフトウェア パッ
ク バージョン

ファイル名 CCA バージョンの互換性 コンポーネント / バージョン情報

デフォルト ソフトウェア パック

UC 560 用 8.0.0 UC560-8.0.0.zip CCA 2.2 以降 Cisco IOS 15.0.1.XA
CUCME 8.0
CUE 7.1.3
B-ACD スクリプト v3.0.0.2
SPA 500 シリーズ IP Phone サポート

（7.4.2）
UC 560 工場出荷時のデフォルト設定
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Cisco SR 500 シリーズ セキュア ルータ モデル SR 520 T1 ソフトウェア 
パック

SR 520-T1 上のソフトウェアをアップグレードする場合、SR 520-T1 ユーティリティを

使用する必要があります。Cisco Configuration Assistant 2.1 を使用してもアップグレー

ドは実行できません。

Cisco.com から SR 520-T1 の最新のソフトウェア パッケージをダウンロードするには、

次のステップを実行します。Cisco.com のアカウント ログインとパスワードが必要です。

ステップ 1 Web ブラウザを開き、次の URL にアクセスします。

www.cisco.com/go/sr500

ステップ 2 ソフトウェア パックをダウンロードするために表示されるリンクをクリックします。

ファイル名は SR 520-T1-1.0.tar です。

詳細については、『Cisco UC 500 and SR 520-T1 Secure Router Setup Using Cisco 
Configuration AssistantCCA 2.1 or Later』アプリケーション ノートを参照してください。

この アプリケーション ノートは、Cisco.com の www.cisco.com/en/US/products/
ps9305/tsd_products_support_series_home.html から入手できます。

Cisco IOS の最小リリースおよびデバイス ファームウェアの最小バー

ジョン

表 5 に、Cisco Configuration Assistant が管理するデバイスに必要な最小ソフトウェア リ
リースを示します。

表 5 必要な最小 Cisco IOS リリースまたはファームウェア

デバイス 最小ソフトウェア リリース

Cisco Unified Communications 500 シリーズ 
モデル UC 520

12.4(20)T2 または 12.4(22)YB 

Cisco Unified Communications 500 シリーズ 
モデル UC 540

12.4(24)SB 
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Cisco Unified Communications 500 シリーズ 
モデル UC 560

Cisco IOS 15.0(1) XA

Catalyst Express 500 スイッチ Cisco IOS 12.2(15)T9

Cisco Catalyst Express 520-8PC スイッチ Cisco IOS 12.2(35)EX

Cisco Catalyst Express 520-24PC スイッチ 
Cisco Catalyst Express 520-24LC スイッチ 
Cisco Catalyst Express 520-24TT スイッチ 
Cisco Catalyst Express 520G-24TC スイッチ

12.2(37)EX

Cisco 800 シリーズ ルータ 12.4(4)T

Cisco 526 Wireless Express モビリティ コン

トローラ

4.2.61.4

Cisco 521 Wireless Express アクセス ポイン

ト

12.4(10b)JX

Cisco Small Business Pro AP 541N 
デュアルバンド、シングル無線アクセス ポイン

ト

ファームウェア バージョン 1.8.0

Cisco SR 520 セキュア ルータ

（ADSL またはイーサネット）

12.4(20)T4 以降

Cisco SR 520-T1 セキュア ルータ SR 520-T1 ソフトウェア パック

Cisco SA 500 シリーズ セキュリティ アプライ

アンス、全モデル（SA 520、SA 520W、SA 
540）

ファームウェア バージョン 1.1.5 以
降

Cisco Small Business Pro ESW 500 シリーズ 
スイッチ

ESW 500 シリーズ 24 ポート モデ

ルおよび 48 ポート モデル：ファー

ムウェア バージョン 2.0.3

ESW 500 シリーズ 8 ポート PoE モ
デル：ファームウェア バージョン 
2.1.1

表 5 必要な最小 Cisco IOS リリースまたはファームウェア （続き）

デバイス 最小ソフトウェア リリース
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制限および制約事項

次の制限および制約事項は、Cisco Configuration Assistant のリリース 2.0 以降に適用され

ます。

• Cisco VPN クライアントは 64 ビット サポートを提供しませんが、Cisco 
AnyConnect VPN クライアントでは 64 ビット サポートを利用できます。このクラ

イアントおよびリリース ノートは、Software Center（www.cisco.com/go/
software）から入手できます。Cisco.com プロファイルに関連付けられた有効な

サービス契約を持っていない場合は、AnyConnect VPN クライアントにログインし、

AnyConnect VPN クライアントをダウンロードできません。AnyConnect クライア

ントは、SSL と DTLS をサポートしますが、現在 IPSec をサポートしていません。

Cisco VPN クライアントおよび Cisco AnyConnect クライアントの詳細について

は、該当するリリース ノートを参照してください。

• リモート SSL-VPN 電話は、[Topology] ビューに表示されません。

• 以前のバージョンの UC 500 ソフトウェア パッケージがインストールされた SBCS 
システムでは、次の Cisco IOS 問題がマルチサイト展開に影響します。

CSCsz73632：CME で rtp-nte および CUE rtp-nte を使用すると、Re-INVITE（再

インバイト）が廃棄される。CME への H323 スロー スタート コール（SIP による 
CUE との）で、コールが接続に失敗し、CUE が SIP REINVITE に応答しないため

に、タイマーの期限切れ（値 102）によって接続が解除されます。これは競合状態で

あるため、この問題が認識された場合、断続的に発生する特性を持っています。この

問題は、ACK が CUE に送信された直後、CME が CUE に RE-Invite（再インバイ

ト）を送信したときに CUE が RE-Invite を廃棄した結果発生します。これは CUE 
7.1.1 で解決済みの問題です。UC 500 ソフトウェア パッケージをバージョン 8.0.0 
以上にアップグレードします。このソフトウェア パッケージには CUE 7.1.3 が含ま

れています。

CSCsx94271：mid-call re-invite により BACD から CUE へのコールが廃棄される。

この問題は Cisco IOS 12.4(20)T4 で解決済みです。UC 500 ソフトウェア パックを

バージョン 7.0.4 以上にアップグレードします。このソフトウェア パッケージには 
IOS 12.4(20)T4 が含まれています。

• UC 500 および SR 500 プラットフォーム上の SSL-VPN サーバがフルトンネル 
モードの場合、Windows 32 ビット版または 64 ビット版の OS 用 Anyconnect-
win-2.3.2016-k9.pkg だけがサポートされます。

• Cisco Configuration Assistant を実行する PC が有線接続または VPN 接続によって 
UC 500 の LAN に直接接続されていない場合、Multisite Manager は使用できませ

ん。マルチサイト展開を管理する際には、ソフトウェア アップグレード、バック

アップと復元、インターネット接続、あるいはリモート サイトの再起動 / リセットな

どの機能を呼び出したり、設定したりしないように注意してください。
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• Cisco SR 500 シリーズ セキュア ルータ（全モデル）には、バージョンが 384 より

大きい Signature Data File（SDF; 署名データ ファイル）パッケージと一緒に 
Intrusion Prevention System（IPS; 侵入予防システム）をインストールできませ

ん。これは、SR 500 デバイスのファイル サイズ制限によるものです。

回避策として、SDF パッケージ バージョン 384 をインストールしてから、それ以降

のバージョンにアップグレードしてください。

– インストールする SDF パッケージを選択する際は、SDF パッケージのバー

ジョン 384 を選択します。この場合は sigv5-SDM-S384 です。

– SDF パッケージがインストールされたら、[Configure] > [Security] > [IPS] を
選択し、[IPS Signature Update] タブを選択してアップデートを実行します。

• 次の制限事項は、WebEx PhoneConnect アプリケーションに適用されます。

– WebEx PhoneConnect が適切に機能するように、WebEx サービス サイトで

パスワード変更をディセーブルにする必要があります。自動ログイン API が使

用されていても、WebEx サイト管理者は、サービス サイトで [Allow user to 
change password] オプションをオフにしてパスワード変更をディセーブルに

する必要があります。

– 電話が 2 回続けて応答のない会議アラートを受信すると、その電話のユーザが 
[Snooze]、[Dismiss]、または [Call] ソフトキーを押すまで、音声（トーン）

アラートは中断します。こうした状況は、同じ会議に対して応答のないアラー

トが複数受信された場合、あるいは同時刻にスケジュールされた複数の会議で

受信された場合に発生することがあります。

• 次の制限事項は WebEx 接続クライアントに適用され、Click-to-Dial 機能を使用する 
Cisco WebEx PhoneConnect ユーザにも影響を及ぼす可能性があります。

– Microsoft Windows Vista では、管理者として実行しなければ、WebEx 接続

クライアントの Click-to-Dial 機能は機能しません。

Microsoft Vista オペレーティング システムで動作する PC で、管理者特権を持っ

ていても管理者のユーザ名を持っていないユーザ名でログインした場合、あるい

は管理者特権を持たないユーザ名でログインした場合に Click to Dial を設定する

と、次のエラーが発生します。

Unable to get profile due to network or certificate issue
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管理者特権のないアカウントで利用できる回避策はありません。Vista では、

Click-to-Dial が機能するために、ユーザが管理者特権を持っている必要がありま

す。管理者特権を持つアカウントの場合：Windows エクスプローラで、WebEx 
Connect クライアント アプリケーション（たとえば、C:¥Program 
Files¥WebEx¥Connect）に進んでこのクライアント アプリケーションを右ク

リックし、[Run as administrator] を選択します。こうすることで、Connect ク
ライアントが適切な特権で起動され、Click-to-Dial のレジストリが Windows 
Vista で機能するように変更されます。

• 次の制限事項は、ワイヤレス G モードで Cisco Configuration Assistant を使用して 
Cisco IP Phone SPA 525G フォンを展開する場合に適用されます。

– このソリューションでは、（IP 電話間の）内部コールのマルチキャスト Music 
on Hold（MoH; 保留音）はサポートされていないため、CCA を使用してディ

セーブルにする必要があります。

内部コールの MoH をディセーブルにすると、UC 500 の外部 MoH ポートの 
MoH もディセーブルになります。

CCA を使用して内部コールの MoH をディセーブルにする手順は、次のとおりで

す。

1. CCA を起動し、[Music on Hold] 設定にナビゲートします。

2. [Enable external music on hold port] オプションと [Enable music on hold for 
internal calls] オプションをオフにします。

– Cisco SPA 525G 無線電話では、ユニキャスト一斉同報グループが必要です。

ユニキャスト一斉同報グループには、最大 10 台の電話を指定できます。

– SPA 525G 電話は、日本国内の Wi-Fi 要件に準拠するように設計されていませ

ん。具体的にはチャネル 14 をサポートしていません。

また、AP521G-PK9 SKU もチャネル 14 をサポートしません。

Cisco IP Phone SPA 525G 電話の展開においてサポートされる基本設計、制限

事項、および警告の詳細については、『Cisco SPA 525G Wireless Deployment 
Guide for Cisco SBCS』を参照してください。この資料は www.cisco.com/go/
sbcs-docs で入手できます。

• CCA 機能の使用中は、Cisco Configuration Assistant 機能のモードを切り替えられ

ません（ガイド モードからエキスパート モードあるいはその逆）。これに対する回避

策は、使用中のウィンドウを閉じ、目的のモードを選択してから機能を再選択するこ

とです。ガイド モードは、Cisco Configuration Assistant リリース 2.1 以降ではサ

ポートされません。
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• デュプレックス設定を変更する前に、[Port Settings] ウィンドウで、変更を速度設定

に適用する必要があります。速度を設定したら、[Apply] をクリックし、次にデュプ

レックスを設定します。

• Smartports 機能を使用して、アクセス ポイント ロールを無線 LAN コントローラ、

Autonomous アクセス ポイント、または Lightweight アクセス ポイントに接続され

ている Catalyst Express スイッチ ポート、ESW 500 シリーズ スイッチ ポート、

および Cisco Unified Communications 500 シリーズ ポートに適用する必要があり

ます。

• 無線 LAN コントローラの Service Set Identifier（SSID; サービス セット ID）を作

成または変更する場合

– ネイティブ VLAN が VLAN 1 の場合に限り、無線 LAN コントローラにネイ

ティブ VLAN を割り当てます。

– 無線 LAN コントローラの管理インターフェイスの IP アドレスと AP マネー

ジャ インターフェイスがネイティブ VLAN に所属していることを確認してくだ

さい。

• Autonomous アクセス ポイントの SSID を作成または変更する場合

– 割り当てられている VLAN がネイティブ VLAN の場合に限り、[Native VLAN] 
をオンにします。

– Autonomous アクセス ポイントの IP アドレスがネイティブ VLAN に所属して

いることを確認してください。

特記事項

次の特記事項は Cisco Configuration Assistant 2.0 に適用されます。

• Cisco Configuration Assistant を起動すると、必要なリソースを利用できるかどう

かが Java によって判断されます。

必要なリソースを利用できない場合は、Java によって「Could not create Java 

Virtual machine」というメッセージが表示され、セッションが終了します。この

問題を解決するには、ファイル C:¥Program Files¥Cisco Systems¥CiscoSMB¥ 
Cisco Configuration Assistant¥startup¥startup.properties（デフォルトのインス

トール パス）を開き、次のエントリを変更します。

JVM_MAXIMUM_HEAP=1024m

1024m を低い設定値に置き換え、使用可能な RAM 容量を超えないようにします。

有効な値を予測する方法はありません。512m を試し、必要であればその値をさらに

下げてください。
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• OOB ダイヤル ピアを 5011 ～ 5999 の範囲で作成できます。

CCA で認識および読み取り可能なアウトオブバンド設定に関する情報は、『Cisco 
Configuration Assistant Out-of-Band Configuration Guidelines』を参照してくださ

い。このガイドは次の URL から入手できます。

www.cisco.com/en/US/products/ps7287/prod_installation_guides_list.html

• Cisco Configuration Assistant InstallShield ウィザードが起動しない場合は、環境

変数 TMP および TEMP で定義した一時フォルダの場所に問題があると考えられま

す。この問題は、適切な一時フォルダの場所を割り当てることにより解決できます。

未解決の警告事項

この項では、このソフトウェア リリースで予期しないアクティビティが発生する可能性があ

る未解決の警告事項について説明します。

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項

参照番号 説明

CSCtd89799 コンパクト フラッシュの 90% を超える容量が使用されていると、UC 520 がソフトウェア アッ

プグレード後に起動しないことがある。

現象 この問題は、アップグレードで大量の電話ロードが選択された結果、UC 520 のコンパクト 
フラッシュの使用量が超過した場合に発生する可能性があります。

回避策 インストールする電話ロードを減らして、コンパクト フラッシュの領域を解放してく

ださい。

CSCtd85460 CUE バージョン 7.1.x で、CCA が特定の言語をローカライズできない

現象 CCA および CUE 7.1.x を使用して、ボイスメールを特定の言語にローカライズすると、

CCA で「language not supported」エラーが生成されます。この問題が発生すると、これらの言

語は [Upgrade Settings] ダイアログの [Language] ドロップダウン メニューにオプションとして

表示されません（[Maintenance] > [Software Upgrade] > [Upgrade Settings] を選択し、ソフト

ウェア タイプとして CUE だけが選択されている場合）。

CUE 7.1.x バージョンでは、CUE のローカリゼーションだけが失敗します。CUE 7.0.x バー

ジョンでは、この問題は発生しません。

回避策 CUE 7.1.x を使用している場合、この問題の唯一の回避策は、CLI を使用して CUE を
ローカライズすることです。
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CSCtd62479 CCA カスタマー サイトに接続された SA 500 で設定バックアップが失敗する

問題 : SA 500 を含むカスタマー サイト内の UC 500 に接続すると、CCA を使って実行した SA 
500 の設定バックアップが失敗します（[Maintenance] > [Configuration Archive]、[Back Up] タ
ブ）。SA 500 に直接接続している場合、この問題は発生しません。

回避策 SA 500 設定ユーティリティを使用して、SA 500 からスタティック ルートを追加し、

CCA を実行している PC に到達します。SA 500 設定ユーティリティから PING とトレース テ
ストを実行し、このルートが適切に機能していることを確認します。次の手順を実行します。

1. CCA を起動し、[Home] > [Topology] を選択して [Topology] ビューを開きます。

2. [Topology] ビューで、SA 500 アイコンを右クリックし、[Configuration Utility] を選択します。

3. SA 500 設定ユーティリティに管理者としてログインします。

4. SA 500 設定ユーティリティで、[Networking] タブをクリックし、[Routing] > [Static] を選択

してスタティック ルートを追加します。

5. 次の設定項目を設定します。

Route Name：ルートの記述名。

Activate：[Activate] チェックボックスをオンにしてルートをイネーブルにします。

Destination IP address：CCA を実行している PC の IP アドレスを入力します。

IP Subnet Mask：LAN IP インターフェイスに割り当てられているサブネット マスクを入

力します。

Gateway IP address：SA 500 LAN の IP アドレスを入力します。デフォルトは 
192.168.75.1 です。

Metric Value：低い数値（たとえば、「2」）。

6. PING とトレース ルート コマンドを実行して、CCA を実行している PC と SA 500 間の通信

を確認します。

a. SA 500 設定ユーティリティから、[Administration] > [Diagnostics] に進みます。

b. PC の IP アドレスを入力し、[Ping] をクリックして接続を確認します。

c. 同じページで、PC の IP アドレスを入力し、[Trace Route] をクリックしてトレース ルー

トが適切に機能していることを確認します。

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）

参照番号 説明
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CSCtd83341 UC 520 ソフトウェアから UC 500 ソフトウェア パック バージョン 8.0.0 へのアップグレード

が完了せず、コンソール ポートへのアクセスがロックされる

現象 UC 520 をソフトウェア パック バージョン 8.0.0 にアップグレードすると、アップグレー

ドが完了せず、コンソール ポートへのアクセスがロックされます。この問題は、Windows XP オ
ペレーティング システムで動作する PC で断続的に発生しますが、Windows 7 で動作する PC で
は、さらに頻繁に発生します。

回避策 UC 520 の電源を切って電源を再度オンにし、装置を再起動します。

CSCtd82975 ドラッグアンドドロップによるソフトウェア アップグレードを実行するための十分な空き領域が 
UC 500 フラッシュに残っていないときに、長いエラー メッセージが表示される

現象 ドラッグアンドドロップによる電話ファームウェアのアップグレードを実行する際に、UC 
500 のフラッシュに十分な空き領域が残っていない場合、表示される TFTP コピー エラー メッ

セージが長すぎて、問題の原因が明確に示されません。

回避策 なし

CSCtd74585 Telephony Setup ウィザード：最長アイドル タイプが設定されたハント グループは、このウィ

ザードで適切に設定されない

現象 Telephony Setup ウィザードを使用して、最長アイドル ハント グループとして設定された

ハント グループは、シーケンシャル ハント グループとして CCA エキスパート モードで表示され

ます。

回避策 CCA をエキスパート モードで起動し、[Configure] > [Voice Features] > [Phone 
Groups] > [Hunt Groups] に進み、正しく設定されていないハント グループを見つけて、ハント 
グループ タイプを正しい値に変更します。

CSCtd74621 Telephony Setup ウィザード：ディセーブルの FXO ポートがサマリーで設定済みの PBX ポー

トとして表示される

現象 Telephony Setup ウィザードでディセーブルに設定された FXO ポートが、このウィザード

の設定サマリー ページで PBX FXO ポートの総数に誤って含まれています。

回避策 なし

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）

参照番号 説明
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CSCtd70142 [Software Upgrade] ダイアログ「Operation in Progress - reloading UC520」がタイムアウ

トにならない

問題 : ソフトウェア アップグレードを適用すると、「Operation in Progress, Reloading the 
UC520」経過表示バーを示す [Software Upgrade] ダイアログが絶えず表示され、タイムアウトし

ません。

回避策 CCA を終了し、UC 520 ステータスをチェックしてから、アップグレードを再試行し

てください。

CSCtd57428 拡張モジュール オプションが選択された SPA50x 電話で、[Voice] ウィンドウに間違ったアイコ

ンが表示される

問題 : [Voice] ウィンドウの [User Extensions] タブで SPA 500 シリーズ電話に拡張モジュール

を選択した場合、間違った電話アイコンが表示されます。

回避策 不要。この問題は外観上のものであり、機能には影響しません。

CSCtc95589 SPA 500 シリーズ IP Phone（SPCP モード）：コールで LiveRecord 機能が呼び出されると、

電話がコール転送ステータスを正しく表示しない

問題 : IP 電話にインターコムとして設定されている回線があり、コールに対して LiveRecord 機
能が呼び出された場合、電話に表示されるシステム メッセージは、すべてのコールがボイスメー

ルに転送されることを示します。

回避策 LiveRecord を使用する場合は、電話の [Intercom] ボタンを設定しないでください。

CSCtd50026 Telephony Setup ウィザード：内線番号がユーザ電話のアナログ ポート設定に表示されない

現象 Telephony Setup ウィザードを使用してシステムを設定した後で、[Analog Port Settings] 
ウィンドウをエキスパート モードで開いた場合、ウィザードを使用してユーザ電話として設定さ

れた FXS ポートは、内線番号を [Extensions] フィールドに表示しません。

回避策 エキスパート モードで CCA を使用して、これらの FXS ポートに内線番号を手動で設

定します。[Configure] > [Ports] > [Analog Port Settings] を選択して、これらの設定にアクセ

スします。

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）

参照番号 説明
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CSCtd48728 Telephony Setup ウィザード：ウィザードの使用後、ユーザの内線番号が [Voice] ウィンドウで

重複する

現象 この問題は、FXS ポートのいくつかをユーザ電話として設定し、ユーザを FXS ユーザ電話

と登録済みの電話に割り当てたときに発生します。Telephony Setup ウィザードで設定が適用さ

れると、[Voice] ウィンドウの [User Extensions] タブにはこのような電話の重複した内線番号が

表示されます。

回避策 [Voice] ウィンドウの [User Extensions] タブ（[Configure] > [Telephony] > [Voice]）
の内線番号を手動で修正します。

CSCtd47084 CCA は VPN セッションの総数（SSL VPN、EZ VPN、マルチサイト）を適用する必要がある

現象 UC 500 プラットフォームで同時にサポートされる現在の最大 VPN セッション数は、次の

とおりです。

UC560：合計で最大 20 セッション（合計には EZ-VPN、マルチサイト、および SSL-VPN を含

む）。UC 540、UC 520：合計で最大 10 セッション（合計には EZ-VPN、マルチサイト、および 
SSL-VPN を含む）。

これは現在 CCA によって適用されていません。VPN セッションが最大の場合、CCA は UC 
560 プラットフォームと、UC 520 または UC 540 プラットフォームとを区別しません。

回避策 各種 UC 500 プラットフォームの最大 VPN セッション数に関する販売上の制約に遵守

するために、現在 CCA 内での回避策はありません。VPN セッションの最大数は、各種 VPN 機
能（EZ-VPN、マルチサイト、および SSL-VPN）に対して IOS CLI を使用して明示的に適用す

る必要があります。

CSCtd35009 [Topology] ビュー：ESW-520-24p の [Device Properties] に正しくない MAC アドレスが表示

される

問題 : [Topology] ビューで、ESW-520-24p スイッチのアイコンを右クリックして、[Device 
Properties] を選択すると、MAC アドレスに「ESW-520-24PESW-20-24P」という値が表示さ

れます。

回避策 なし

CSCtd23964 [Topology] ビュー：ESW-520-48P の [Device Properties] に正しくない MAC アドレスが表示

される

問題 : [Topology] ビューで、ESW-520-48P スイッチのアイコンを右クリックして、[Device 
Properties] を選択すると、MAC アドレスに「ESW-520-48PESW-20-48P」という値が表示さ

れます。

回避策 なし

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）
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CSCtd35407 Smartports に、正しくない UC560-BRI-K9 装置（FXS ポートの位置が正しくない）が表示さ

れる

問題 : UC560-BRI-K9 装置の場合、[Smartports] ウィンドウに表示される UC 560 のフロント 
パネルの図では FXS ポートの位置が正しくありません。

回避策 なし

CSCtb45541 複数のコール転送（CFwdALL）後、ボイスメールへのロールオーバーが機能しない

現象 次のようなコール フローを想定します。

PSTN 電話→ SIP トランク→電話 A が電話 B に CFwdALL →ボイスメールへのロールオーバー

このシナリオでは、PSTN 電話が鳴り続けますが、ボイスメールへのロールオーバーを行いませ

ん。電話 B は 10 秒後に（ボイスメールへのロールオーバーで予期したとおりに）接続を解除しま

すが、PSTN 電話は鳴り続けます。

回避策 なし

CSCtd31579 Phone VPN Setup ウィザード：CCA は SPA 525G 電話で代替 TFTP をイネーブルにする必

要がある

現象 VPN Phone Setup ウィザードの実行後、VPN トンネルを介した SPA 525G 電話の登録が

失敗します。メッセージ「Downloading XMLDefault.cnf.xml」が表示されます。

回避策 SPA 525G 電話で代替 TFTP サーバを、アドレス 10.1.1.1 を使用して手動で設定しま

す。

1. 電話で、[settings] ボタンを押して [Information and Settings] メニューを開きます。

2. [Information and Settings] メニューから、[Network Configuration] > [Alternate TFTP] にナ

ビゲートします。

3. [TFTP Server 1] フィールドに、IP アドレスとして 10.1.1.1 を入力します。

4. 設定を保存します。

こうすることで、電話を VPN を介して問題なく登録でき、VPN トンネルを介してコールを確立

できます。

CSCtd26084 電話ロード管理：複数の登録済みの電話ロードを削除できない

現象 [Phone Load Management] ウィンドウで複数の電話ロードを削除対象として選択しても、

実際に削除されるのは最初に選択した電話ロードだけです。

回避策 電話ロードは、一度に 1 つずつ選択して削除してください。

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）

参照番号 説明
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CSCtd27375 MeetMe 会議：G711G729 モードが機能しない

現象 G711/G729 モードのマルチ パーティ会議をディセーブルにし、会議をイネーブルにして再

度設定すると、IP 電話が「No conference bridge message」を受信し、会議に参加できない。

回避策 [Conference] ウィンドウ（[Configure] > [Telephony] > [Voice Features] > 
[Conference]）で、別のモードに切り替え（たとえば、モード（G711 または 729）からモード

（G711）に）、設定を適用します。次に、使用するモードに戻して設定を再度適用します。

CSCtc67564 Telephony Setup ウィザード：[Use Phone] ロールでウィザードを使用して設定された FXS 
ポートが [Common Area Phones] として間違って設定される。

現象 Telephony Setup ウィザードを使用して、FXS ポートを User Phones として設定すると、

これらの電話は間違って Common Area Phone ロールで設定されます。この問題は、ウィザード

を使用してロールをデフォルト設定の Common Area Phone から User Phone に変更したときに

発生します。

解決策 Telephony Setup ウィザードを使用してこれらのポートを設定しても、この問題が発生

する場合は、CCA をエキスパート モードで起動し、[Configure] > [Ports] > [Analog Port 
Settings] に進んでください。[Analog Port Settings] ウィンドウで、影響を受けるポートを見つ

け、このポートを正しいロールに割り当ててから設定を再適用します。

CSCtd25653 ハント グループ メンバーを設定するときに Telephony Setup ウィザードを使用すると、SIP 電
話番号を正しく選択できない。

現象 Cisco モデル 3911 などの SIP 電話に関連付けられているメンバーを含むハント グループ

を Telephony Setup ウィザードを使用して設定すると、ハント グループ設定が失敗します。

回避策 Telephony Setup ウィザードを使用してハント グループを設定する場合、SIP 電話

ユーザをハント グループ メンバーとして割り当てないでください。

CSCtc56855 UC 560：表示されるサポート対象のライセンス数が一致しない

現象 UC 560 で表示されるサポート対象のユーザ ライセンス数が、Telephony Setup ウィザー

ド、UC 560 の show version および show license detail コマンド出力、および CCA エ
キスパート モードの [Voice] ウィンドウでそれぞれ異なります。

回避策 なし

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）
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CSCtd27983 WLANs（SSIDs）：AP 541N に SSID を設定中に無効なエラー ダイアログ

現象 [WLANs (SSIDs)] ウィンドウで、AP 541N に無効な VLAN の SSID を設定し、その SSID 
を有効な VLAN で置き換えた場合、設定が適用されるときに、メッセージ（「% Invalid input 
detected at ‘^’ marker」）と共に無効なエラー ダイアログが表示されます。

回避策 [OK] をクリックして、無効なエラー ダイアログを閉じます。設定が適切に適用されま

す。

CSCtd21880 [User Extensions] タブ：変更がない場合、[Apply] ボタンがイネーブルにならない。

現象 [Voice] ウィンドウ（[Configure] > [Telephony] > [Voice]）の [User Extensions] タブで、

設定を適用した後も、[Apply] ボタンはイネーブルになります。[Apply] ボタンをクリックすると、

デバイスに同じ設定が再度送信されます。

回避策 なし

CSCtd27449 Cisco AP 521N WLAN 設定に使用可能な VLAN が表示されない

現象 [WLANs (SSIDs)] ウィンドウでは、AP 541N アクセス ポイントのドロップダウン リスト

に使用可能な VLAN が表示されません。使用可能なオプションは、[None] だけです。

回避策 [WLANs (SSIDs)] ウィンドウで、AP 541N の VLAN 番号を手動で入力する必要があ

ります。

CSCtd14782 [Topology] ビュー：Cisco AP 541N 無線 AP では、Cisco Discovery Protocol（CDP）クライ

アント デバイスが 4 つまでしか表示されない

現象 ファームウェア バージョンが 1.8.0 の Cisco AP 541N では、最大 4 つまでの Cisco 
Discovery Protocol（CDP）クライアントしか受け入れません。そのため、AP 541N に関連付け

られている一部の無線デバイスは [CCA Topology] ビューに表示されません。

回避策 なし

CSCtc71422 カーソルを VPN サーバのパスワード フィールドに置くとすぐに、エラーがトリガーされる

現象 [VPN Server] ウィンドウ（[Configure] > [Security] > [VPN Server]）で、ユーザがパス

ワード フィールドにカーソルを挿入すると、CCA はただちにエラーをトリガーします。

回避策 エラー メッセージを無視して、パスワードの入力を続行してください。

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）

参照番号 説明
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CSCtc78052 Phone VPN Setup ウィザード：設定が適用されないと、エラー メッセージがスローされる

現象 設定が適用される前に電話の接続が切断されていると、CCA の Phone VPN Setup ウィ

ザードにエラー メッセージは表示されません。この問題が発生すると、このウィザードの VPN 電
話設定経過表示ページは設定が失敗したことを示します。

回避策 なし

CSCtc84421 Phone VPN Setup ウィザード：[Display Password as Plain Text] チェックボックスが機能し

ない

現象 Phone VPN Setup ウィザード でパスワードを設定すると、[Display Password as Plain 
Text] チェックボックスがディセーブル（オフ）になっていても、パスワードが常にプレーン テキ

ストとして表示されます。

回避策 なし

CSCtc98096 DID 番号の先頭にゼロが含まれている場合、コールに共通の SIP source-group（SIP 送信元グ

ループ）が失敗する

現象 先頭にゼロを含む登録済みの DID 番号を使用して SIP トランクをプロビジョニングするた

めに、CCA2.1(1) 以降を使用すると、コールが失敗します。

回避策 コールが失敗した場合、sip source-group 設定のトランスレーション プロファイル

を削除する必要があります。コール パススルー機能が CUE からの影響を受ける場合は、変換 
ルールを含まない SIP サービス プロバイダー プロキシに具体的に別の sip source-group を
手動で設定する必要があります。

設定例は、次のとおりです。

voice source-group SIP_TRUNK
access-list 1
!
access-list 1 remark SIP Trunk Service
access-list 1 permit <SIP Proxy / Session Border Controller IP address>

注 複数の voice source-group 設定がある場合は、source-group access-list のいずれに

も明示的な「deny any any」文を含めることができません。

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）
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CSCtd03771 Wireless Setup ウィザード：UC 500W または無線 AP を含まない CCA カスタマー サイトに 
CCA が接続されているときに、Wireless Setup ウィザードがディセーブルにならない

現象 CCA が、UC 500W または無線アクセス ポイントを含まないカスタマー サイトに接続され

ているときでも、Wireless Setup ウィザードのメニュー オプションを使用できます。ウィザード

から設定を適用すると、エラーが発生します。

回避策 Wireless Setup ウィザードを起動する前に、UC 500W プラットフォームおよび無線

アクセス ポイントまたはその両方を含むカスタマー サイトに CCA が接続されていることを確認

してください。これらのデバイスは、カスタマー サイトに追加してからウィザードから正常に設

定できるようになります。

CSCtd05660 WLAN：事前共有キーに入力された特殊文字の Illegal Argument（不正な引数）の例外

現象 WPA2-PSK セキュリティに設定した事前共有キーに特殊文字が含まれている場合、不正な

引数の例外が発生します。

回避策 WPA2-PSK セキュリティに事前共有キーを設定する際は、特殊文字を使用しないでく

ださい。

CSCtd12772 ソフトウェア アップグレード：TFTP モードを使用して IOS をアップグレードすると、アップ

グレードが失敗する

現象 [Upgrade Settings] ウィンドウで、[Mode] に [Remote TFTP Server] を選択して IOS の
みのソフトウェア アップグレードを実行すると、アップグレードが失敗し、エラー「Invalid/
incompatible IOS image」が表示されます。

回避策 アップグレードの実行時に、[Upgrade Settings] ウィンドウで別のアップグレード方

式を選択してください。

CSCtd28737 オンライン ヘルプ：[Upload License File] ダイアログの [Help] ボタンをクリックすると、エ

ラーが表示される

現象 UC 520 のライセンスを管理する際、[Upload License File] ダイアログの [Help] ボタンを

クリックするとエラーが表示され、デフォルトのヘルプ項目が表示されます。

回避策 [OK] をクリックして、エラー ダイアログを閉じます。

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）

参照番号 説明
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CSCtc74188 Windows Vista PC では、サードパーティの FTP または TFTP サーバが実行されているという

誤った警告が CCA によって表示され、この FTP または TFTP サーバをディセーブルにするよ

う求められます。

現象 Windows Vista PC では、サードパーティの FTP または TFTP サーバが実行されていると

いうことが CCA によって誤って報告され、この FTP または TFTP サーバをディセーブルにする

よう求められることがあります。この問題は、CCA が FTP ポートまたは TFTP ポートを直前の

セッションから解放できなかった場合に発生する可能性があります。

回避策 PC を再起動してポートを解放し、CCA を再起動してください。

CSCtc01234 VPN クライアント：VPN リモートの設定後、デフォルトの NAT ACL が削除される

現象 CCA は、リモート VPN を設定した後でデフォルトの NAT ACL を削除します。

デフォルトの NAT ACL は、次のとおりです。

access-list 1 remark SDM_ACL Category=2
access-list 1 permit 192.168.75.0 0.0.0.255
access-list 1 permit 192.168.10.0 0.0.0.255
access-list 1 permit 10.1.1.0 0.0.0.255
access-list 1 permit 10.1.10.0 0.0.0.3

次の行を ACL から削除する必要があります。

access-list 1 permit 192.168.10.0 0.0.0.255
access-list 1 permit 10.1.1.0 0.0.0.255
access-list 1 permit 10.1.10.0 0.0.0.3

これは、SR 520 T1 および C800 などのリモート ソリューション プラットフォームに適用され

ます。

回避策 CLI を使用して、デフォルトの NAT ACL から上記の行を削除してください。

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）

参照番号 説明
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CSCtc01211 リモート VPN ではローカル UID を使用する必要がある

現象 CCA は、VPN 設定用として次の CLI を SR 520 に送信します。

crypto ipsec client ezvpn EZVPN_REMOTE_CONNECTION_1
connect auto
group EZVPN_GROUP_1 key cisco123
mode client
peer 99.191.197.89
virtual-interface 1
username cisco password cisco
xauth userid mode http-intercept ==> Replace this line

ローカル ユーザ名とパスワードを使用するには、行「xauth userid mode http-
intercept」を「xauth userid mode local」で置き換える必要があります。

これは、SR 520 T1 および C800 などのリモート ソリューション プラットフォームに適用され

ます。

回避策 CLI を使用して、上記のようにコマンドを編集してください。

CSCtc67402 CCA は、SIP 電話に対してマルチライン設定をサポートしない

現象 CCA は、SIP 電話（たとえば、モデル 3951 SIP 電話）にボタン 1 しか設定できません。

CCA では、他の回線は適切に設定されません。

回避策 CCA を使用して SIP 電話を設定する際は、ボタン 1 だけを設定してください。

CSCtc59943 SIP 電話のメールボックスをイネーブルまたはディセーブルにしてもコール転送設定は更新され

ない

現象 [Voicemail] ウィンドウ（[Configure] > [Telephony] > [Voicemail]）で SIP 電話の音声メー

ルボックスをイネーブルまたはディセーブルにしても、コール転送設定は、[Voice] ウィンドウ

（[Configure] > [Telephony] > [Voice]）の [User Extensions] タブで設定したとおりに更新されま

せん。

回避策 SIP 電話の音声メールボックスをイネーブルにするか、ディセーブルにした後で、

[User Extensions] タブでコール転送設定を手動で更新してください。

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）

参照番号 説明
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CSCtb04726 同じカスタマー サイト内に複数の UC 500 がある場合、CCA は、UC 500 を適切に設定しない

ことがある

現象 同じカスタマー サイト内に複数の UC 500 がある場合（マルチサイトの展開シナリオ）、

CCA は UC 500 を適切に設定しないことがあります。このような問題では、次のことが確認され

ています。

• リモート サイトのシステム内線は表示できません。

• リモート サイトに SR 520-T1 がある場合、[Topology] ビューでは、接続されていないよ

うに表示されます。

• リモート サイトがローカル サイトと同じ内線を使用している場合、これらの内線は一意の

ものとして表示されません。

上記の問題以外の問題が発生することがあります。

回避策 マルチサイト展開の一部となっている UC 500 を使用する場合、UC 500 を一度に 1 台
ずつ接続してください。マルチサイト展開の一部となっている各サイトを管理するために、個別

のカスタマー サイトを作成できます。初期設定後、Multisite Manager を使用して設定した設定

に加えた変更を他のカスタマー サイトにインポートする必要があります。

CSCtb61264 [Maximum Calls] を 4 に設定すると、4 番目のコールが完了しない

現象 [Maximum Calls] を 4 に設定して Call Admission Control（CAC; コール アドミッション

制御）を設定した後で、音声コールを 4 回実行します。PSTN への 4 番目のコールでファースト 
ビジー トーンが再生され、完了しません。

回避策 なし

CSCtb26742 Cisco Configuration Assistant が、ESW スイッチ ファームウェアのアップグレード後にサイ

トに接続しない

現象 ESW 500 シリーズ スイッチのファームウェアをアップグレードすると、アップグレード完

了後、Cisco Configuration Assistant はカスタマー サイトに自動的に再接続しません。エラー

「Unable to connect」が表示されます。

回避策 [OK] をクリックして、エラー ダイアログを閉じます。次に、CCA の [Connect] ウィ

ンドウからサイトを選択し、そのサイトに手動で再接続します。

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）

参照番号 説明
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CSCtb38897 CCA は、復元後、復元された設定の代わりにキャッシュされた設定を保持する

現象 設定アーカイブの復元後、CCA の設定には、復元された設定の代わりにキャッシュされた

設定が反映されます。

回避策 CCA を閉じて再起動してから、サイトに接続します。CCA には、復元された設定が適

切に表示されます。

CSCtb96652 ユーザ アカウント制御がイネーブルの場合、Windows Vista PC でアプリケーション アップ

デートが失敗する

現象 Cisco Configuration Assistant を実行している PC で Windows Vista のユーザ アカウント

制御機能がイネーブルになっている場合、CCA アプリケーションの以前のリリースからリリース 
2.1 へのアップデートが失敗します。CCA では、失敗の原因が明確に示されません。

回避策 Cisco Configuration Assistant を実行する PC で、Windows Vista からユーザ アカウ

ント制御をディセーブルにします。続いて、CCA リリース 2.1 を手動で再インストールしてく

ださい。

CSCtb59808 音声設定を適用すると、システム メッセージに対して [CLI Postview] ウィンドウがポップアッ

プする

現象 CLI Postview がイネーブルの場合、音声設定の適用中に、[CLI Postview] ウィンドウが表

示され、適用が完了する前にシステム メッセージ（「telephony-service system message siteX」）

が表示されます。

回避策 [CLI Postview] ウィンドウを閉じて、音声設定の変更が適用されるまで待ってくださ

い。

CSCtb64655 音声：[Voice] ウィンドウのアナログポートの設定タブに [CLI Postview] が表示されない

現象 [CLI Postview] が [Preferences] ウィンドウ（[System] > [Preferences]）の [Advanced] 
タブでイネーブルにされ、ユーザが [Voice] ウィンドウの [Analog Extensions] タブでアナログ 
ポートの設定を変更すると、ルータに送られたコマンドが [CLI Postview] ウィンドウに予期した

とおりに表示されません。

回避策 なし

CSCtb62009 イメージをルータにアップグレードすると、タスク バーに CUE 情報が表示される

現象 IOS イメージだけのアップグレードを実行すると、アップグレード中に CUE 情報が 
[Software Upgrade] ウィンドウの [Details] セクションに誤って表示されます。

回避策 なし。これはアップグレードに影響しません。

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）
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CSCta56686 複数の [Voice] ウィンドウを短時間に連続して開くと、例外が発生することがある

現象 複数の [Voice] ウィンドウを短時間に次々と開くと、例外エラーが表示されます。

回避策 起動してエラーが発生した [Voice] ウィンドウを閉じて再度開きます。別の [voice] 
ウィンドウを開く前に、1 つのウィンドウで音声データのロードが完了するまで待ってくださ

い。

CSCtb09844 サイト間の VPN 接続を介して AA を設定（スクリプトまたは .wav ファイルをアップロード）

できない

現象 リモート サイトに対して [Configure] > [Telephony] > [Auto Attendant] リンクがイネーブ

ルになっていても、自動音声応答をリモート サイトに設定できません。

回避策 ローカルで自動音声応答を設定します。

CSCta95873 インポートされたユーザには、コール転送がデフォルトで None に設定される

現象 ユーザおよび電話データを [Voice] ウィンドウの [User Extensions] タブで .csv ファイルか

らインポートする場合、Call Forward Busy（CFB; 話中転送）および Call Forward No Answer
（CFNA）で使用されるデフォルト値は None です。CFB および CFNA の正しいデフォルト設定

は Voicemail です。

回避策 CCA の機能バーから [Configure] > [Telephony] > [Voice] を選択し、[User 
Extensions] タブをクリックします。インポートされたユーザの CFB 設定と CFNA 設定を必要

に応じて手動で設定してください。

CSCta79156 CFNA および CFB がデフォルトで None に設定される（断続的に発生する）

現象 [Voice] ウィンドウの [User Extensions] タブでユーザと電話を追加するとき、Call 
Forward Busy（CFB）と Call Forward No Answer はデフォルト値として None に設定されるこ

とがあります。この問題は断続的に発生します。CFB および CFNA の正しいデフォルト設定は 
Voicemail です。

回避策 CCA の機能バーから [Configure] > [Telephony] > [Voice] を選択し、[User 
Extensions] タブを選択します。インポートされたユーザの CFB 設定と CFNA 設定を必要に応

じて手動で設定してください。

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）
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CSCtb59571 ユーザの内線番号に対して設定された PSTN 番号がユーザ画面に表示されない

現象 [Incoming Dial Plan] ウィンドウの [Direct Dialing] タブで [Direct Dial to User Extension] 
がその内線番号に設定されていても、[Voice] ウィンドウの [User Extensions] タブにある [PSTN 
Number] フィールドは空です。

回避策 なし。[Voice] ウィンドウ内の [User Extensions] タブにある [PSTN Number] フィー

ルドは、読み取り専用です。

CSCta57056 エキスパート モードでは、すべての SKU に対してボイス メールボックスが 65 に制限される

現象 [Voice] ウィンドウの [Mailboxes] タブを使用すると、CCA で、すべての SKU に対してボ

イス メールボックス（ユーザ メールボックスと GDM メールボックス）数をシステム制限の 65 よ
り大きい値に設定できます。

回避策 なし。合計 65 を超えるメールボックス（ユーザと GDM）を設定しないでください。

CSCtb19058 WebEx PhoneConnect：アクセス可能な電話ユーザが既存の電話ユーザ ダイアログに表示され

ない

現象 電話に関連付けられた WebEx ユーザを削除しても変更をコミットしないと、[Select 
Phone Users from List] をクリックしたときに、予期したとおりに、アクセス可能なユーザ リス

トにユーザが表示されません。

回避策 WebEx PhoneConnect ユーザを削除してから変更をコミットし、次に 
[PhoneConnect Application Main] ウィンドウをリフレッシュします。[PhoneConnect 
Application Main] ウィンドウにあるユーザ情報セクションで [Select Phone Users from List] 
をクリックすると、ユーザはアクセス可能なユーザ リストに表示されます。

CSCtb18989 WebEx PhoneConnect：[WebEx user information] ウィンドウのパスワードが自動入力され

る

現象 [PhoneConnect Application Main] ウィンドウに WebEx PhoneConnect ユーザを追加す

るときに、[New] をクリックし、[Select Phone Users From List] をクリックしてからすぐに 
[Cancel] をクリックすると、自動入力されたパスワードだけを含むテーブルに新しい行が表示され

ます。

回避策 ユーザの追加操作がキャンセルされた後に [Select Phone Users From List] ダイアロ

グから手動で追加された行を削除してから、変更を適用してください。

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）
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CSCtb31414 WebEx PhoneConnect：WebEx ユーザ ID は、有効な電子メール ID 形式でない場合がある

現象 WebEx サイトでは他の形式を使用できますが、CCA で追加したユーザに設定されている

ユーザ ID は、有効な電子メール アドレスとしてフォーマットする必要があります。

回避策 なし。CCA を使用して新しい WebEx ユーザを追加する場合、ユーザ ID を有効な電子

メール アドレスとしてフォーマットする必要があります。

CSCtb35102 WebEx PhoneConnect：電話を関連付ける、または関連付け解除するときに、PhoneConnect 
がエラーを表示する

現象 [PhoneConnect Application Main] ウィンドウで、ユーザを電話から関連付け解除して、そ

の同じユーザを同じ電話に関連付けようとする場合、設定は UC 500 に適用されます。ただし、パ

スワードを変更しなくても、そのユーザのパスワードエラーが [PhoneConnect Application Main] 
ウィンドウに表示されます。

回避策 なし

CSCtb38163 WebEx PhoneConnect：デバイスからのコピー時に問題が発生する

現象 WebEx PhoneConnect ユーザを [Copy From Device] オプションを使用して作成するとき

に、[Apply] をクリックすると、[PhoneConnect Application Main] ウィンドウにエラー メッセー

ジが表示されます。同時に、デバイスがアップデートされていることを示すポップアップ メッ

セージが表示されます。

回避策 なし

CSCtb24263 WebEx PhoneConnect：デフォルトの料金無料番号には国別コードを含める必要がある

現象 [PhoneConnect Application Main] ウィンドウのデフォルトのフリーダイヤル コールイン

番号には、国別コードが含まれていません。この結果、国別コードが欠落しているために、ユーザ

が WebEx PhoneConnect を使ってミーティングに参加できなくなる可能性があります。

回避策 [PhoneConnect Application Main] ウィンドウで、次のように変更します。

• [Meeting Call-In Configuration] セクションの [Dial Out Prefix] を「91」に変更します。

• [Meeting Call-In Configuration] セクションで、[Call-In Preference] を「Toll」に変更し

ます。

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）
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CSCta28369 ダイヤル プラン設定済みの FXO ポートが使用可能なポート リストに再度表示される

現象 すべての利用可能な FXO ポートが [Outgoing Dial Plan] ウィンドウで PSTN トランク グ
ループの一部として設定され、ユーザが別のトランク グループまたはカスタム トランク グループ

（たとえば、BRI）を設定しようとする際に、すでに設定済みの FXO ポートがポート リストでも

利用可能となっています。

回避策 すでにすべての FXO ポートを設定している場合は、リストに表示されるポートを無視

してください。ただし、リストでカスタム トランク グループを設定しても、設定はルータに適

用されません。FXO ポートと共にカスタム トランク グループを作成する必要がある場合は、デ

フォルトのトランク グループを修正して、必要に応じてこのグループに関連付けられている 1 
つまたは 2 つの FXO ポートを削除し、設定を適用してからカスタム トランク グループを作成す

る必要があります。

CSCsz99663 名前に特殊文字が含まれる VLAN を作成するときに、VLAN 競合エラーが誤って表示される

現象 名前に特殊文字が含まれる VLAN を作成する場合、VLAN 競合エラー メッセージが誤って

表示されます。シャープ記号（#）、プラス記号（+）、およびスラッシュ（/）などの特殊文字は、

エラーの原因となります。

回避策 新しい VLAN を作成するときは、VLAN 名に特殊文字を使用しないでください。

CSCta11711 設定を復元しても CUE ユーザのメールボックスが作成されない

現象 以前のバックアップ イメージから設定を復元しても、CCA は各ユーザのメールボックスを

作成しません。

回避策 CUE GUI にログインし、各ユーザのメールボックスを手動で作成してください。

CSCsz72909 CCA から CUE の時刻を設定できず、WebEx PhoneConnect 会議アラートの配信が遅れる

現象 Cisco Webex PhoneConnect アプリケーション アラートが正しくない時刻に送信され、

数時間ずれることがあります。この問題は、CUE で UC 500 の NTP サーバが CME NTP サーバ

と同期化するように設定されていない場合に発生します。現在 Cisco Configuration Assistant は、

CME NTP サーバだけを設定し、CUE 側の NTP サーバを設定しません。

回避策 この問題に対処するには、次のステップを実行します。

1. UC500 に直接接続された PC から Internet Explorer を開き、http:10.1.10.1 にアクセスして 
CUE Web GUI を起動し、管理者としてログインします。

2. [System] > [Network Time & Time Zone Settings] を選択します。

3. NTP サーバ（10.1.10.2 の CME NTP サーバを推奨）を追加します。

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）
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CSCsz77822 アップグレード後に、CCA の直前のインスタンスがまだ実行中であることを示す警告が表示さ

れる

現象 Cisco Configuration Assistant は、アップグレード後に「Another instance of CCA is 
already running」というメッセージを表示します。

回避策 Cisco Configuration Assistant を閉じて再度起動してください。

CSCsz77837 ソフトウェア アップグレードで失敗メッセージが誤って表示される

現象 ソフトウェア アップグレードが正常に完了した後も、Cisco Configuration Assistant ソフ

トウェア アップグレード ステータスで「Software upgrade failed」と表示されます。

回避策 なし。この間違ったエラー メッセージは無視して構いません。

CSCsz66385 Cisco Configuration Assistant 1.x リリースから 2.0 へのアプリケーション アップデートを手

動で実行する必要がある

現象 アプリケーション アップデートは、メジャー リリース全体（たとえば、1.x から 2.x まで）

にわたって機能しません。インストールを手動で実行する必要があります。

回避策 シスコの Web サイト（www.cisco.com/go/configassist）から Cisco 
Configuration Assistant 2.0 をダウンロードして、手動でインストールしてください。

CSCsz66412 有効な 64 ユーザ ライセンスを所有しているにもかかわらず、CCA は 48 ユーザしかサポートし

てないことを示す

現象 Telephony Setup ウィザードで設定された 64 ユーザの UC 500 では、有効な 64 ユーザの

ライセンスを保有しているにもかかわらず、Cisco Configuration Assistant アプリケーションが 
48 人のユーザしかサポートしないことが表示されます。この設定では、サポートされる e-phone 
の最大数は正確でなく、56 に減ります。

回避策 Telephony Setup ウィザードの完了後、64 ユーザ ライセンスを再度適用してください

（[Maintenance] > [License Management] に進んで、ライセンスを再度アップロードします）。

CSCsz62616 Telephony Setup ウィザードからの FXS ポートの設定が [Voice] ウィンドウに適切に表示され

ない

現象 Telephony Setup ウィザードを使用して、FXS ポートをシャットダウンするか、Common 
Area Phone ロールに割り当てると、FXS ポートは [Voice] ウィンドウ（[Configure] > 
[Telephony] > [Voice]）の [User Extensions] タブに正しく表示されません。シャットダウンした 
FXS ポートまたは Common Area Phones あるいは Fax として設定された FXS ポートは、[User 
Extensions] タブに表示されません。

回避策 なし

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）
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CSCsy16933 ユーザごとに異なる権限を設定できない

現象 [Voice] ウィンドウの [User Extensions] タブでユーザのコール権限を変更すると、他の

ユーザ権限が自動的に同じ権限レベルに更新されます。

回避策 なし

CSCsz47310 メールボックスが IP 電話ユーザに対して作成されない

現象 [Voice] ウィンドウの [User Extensions] タブの Call Forward No Answer（CFNA）および 
Call Forward Busy（CFB）の設定がユーザに対して自動的に設定されない。メールボックスは、

ボイスメールにコールを転送するようにこれらの設定値が設定されるまで作成されないので、これ

らのユーザにメールボックスは作成されません。ただし、アナログ電話にはメールボックスが自動

的に設定されます。

回避策 [Voice] ウィンドウの [User Extensions] タブで、電話ユーザを見つけ、CFNA および 
CFB を [Voice Mail] に設定して、変更を適用します。ボイスメール ボックスが作成されてイ

ネーブルになり、[Voicemail] ウィンドウに表示されます。

CSCsz47364 着信ダイヤル プラン：発信者 ID の変換が適切でない

現象 複数の DID エントリで、一致する末尾の数字が同数の場合、生成される 発信者 ID が番号が

オーバーラップし、正確でなくなることがあります。

たとえば、次の 2 つの DID マッピングがあるとします。

• DID 番号 4081111000 ～ 4081111005 は、内線 100 ～ 105 にマッピングされ、発信者 ID 
は [Use DID PSTN Number] に設定されています。

• DID 番号 4081111006 ～ 4081111008 は、内線 106 ～ 108 にマッピングされ、発信者 ID 
は [Use Main PSTN Number] に設定されています。

最初のマッピングに対して生成された発信者 ID ルールによって、2 番目のルールが上書きされ、

4081111006 の発信者 ID も 106 になります。

回避策 特定の番号に対して別個の DID マッピングを作成してください。

CSCsy19958 経過表示バーが 100% に達しても、[Voice] ウィンドウ データをリフレッシュするための経過表

示ウィンドウが閉じない

現象 [Voice] ウィンドウのデータをリフレッシュする際、経過表示バーが 100% に達しても経過

表示ウィンドウは閉じません。この問題は断続的に発生します。

回避策 音声データのロードが完了したら、[Cancel] をクリックして [Progress] ウィンドウを

閉じます。

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）

参照番号 説明
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CSCsy31329 ダイヤル プラン：スイッチ タイプが [None] に設定されていても、CCA は BRI の発信ダイヤル 
プランを生成する

現象 スイッチ タイプが [None] に設定されていても、CCA は BRI の発信ダイヤル ピアを生成し

ます（Day 0 設定）。

回避策 [Configure] > [Telephony] > [Dial Plan] > [Outgoing Dial Plan] にナビゲートし、

[PSTN Trunk Groups] タブを選択します。BRI ポートがどのトランク グループにも属していな

いことを確認してください。これにより、BRI ポートが発信コールに参加しなくなります。

CSCsy73929 別のカスタマー サイトを同じセッションに追加すると、Cisco Configuration Assistant は応答

を停止することがある

現象 同じセッションの間に別のカスタマー サイトを追加する場合に [Start] ボタンをクリックし

てデバイスの検出を開始すると、Cisco Configuration Assistant は応答を停止することがありま

す。この問題は断続的に発生します。

回避策 別のカスタマー サイトを設定する前に、Cisco Configuration Assistant で閉じて再起

動してください。

CSCsy73766 ユーザ メールボックスの作成が失敗したときにストレージ容量の制限に達したため、警告メッ

セージが表示されない

現象 ボイスメール ストレージ容量に達し、ユーザ ボイス メールボックスの作成に失敗した場

合、警告メッセージは表示されません。[Voice Mail] ウィンドウの [Mailboxes] タブには、新しい

ユーザのメールボックスが Enabled と誤って表示されます。

回避策 [Voicemail] ウィンドウに、ユーザのボイス メールボックスが Disabled と正しく表示

されるように、[Voicemail] ウィンドウをリフレッシュしてください。

CSCsy84524 CCA がコミュニティに接続され、デバイスの [Voice] ウィンドウを起動しているときに別のデ

バイスが選択された場合、CCA は応答を停止する

現象 ユーザが [Voice] ウィンドウを開き、[Voice] ウィンドウでまだデータをロードしていると

きに別のデバイスを選択しようとすると、この問題が発生する可能性があります。

回避策 別のデバイスを選択する前に、CCA が最初のデバイスの音声関連データをロードし終

わるまで待ってください。CCA が応答を停止した場合は、CCA プロセスを終了して CCA を再

起動してください。

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）

参照番号 説明
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CSCsz03079 [User Extensions] タブで内線タイプを変更すると、正しくない設定がデバイスに送信される 

現象 [Voice] ウィンドウの [User Extensions] タブで、内線の [Button Type] を [Shared] から 
[Normal] に変更しても内線番号が変更されない場合、関連付けられた ephone-dn から huntstop 
channel Cisco IOS コマンドが削除されません。

回避策 共有内線番号を削除し、通常の内線番号として再度作成してください。

CSCsz20168 インターコム変更後に、夜間自動転送の設定が削除される

現象 ユーザの電話のインターコム ボタン設定を変更すると、その電話から夜間自動転送の設定

が削除されます。

回避策 その電話の夜間自動転送設定を再設定してください。

CSCsz45825 Single Number Reach：SNR 設定ウィンドウに、共有回線のユーザが 1 人だけ表示される

現象 1 つの DN を共有しているすべてのユーザは、[Single Number Reach] 設定ウィンドウに表

示されます。

回避策 SNR を 1 つの共有回線だけ（つまり、ディレクトリ番号ごとに SNR 番号を 1 つだけ）

に設定してください。

CSCsz47915 インターコム：インターコムを別の内線タイプに変更できない

現象 ユーザ電話のボタンがインターコムとして設定されると、その回線のボタン タイプを別の

タイプに変更できません。

回避策 インターコムを削除し、内線を再設定するときに別のボタン タイプを選択してくださ

い。

CSCsz50739 Single Number Reach：内線タイプが [SNR Configuration] ウィンドウで検証されない

現象 すべての内線タイプが [SNR Configuration] ウィンドウに表示されますが、すべての内線タ

イプを SNR に設定できるわけではありません。

回避策 なし

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）

参照番号 説明
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CSCsz29268  WebEx PhoneConnect：管理者が [WebEx PhoneConnect application] 画面を開始しない限

り、ロケール変更が表示されない

現象 WebEx PhoneConnect 設定後、ユーザが CME ロケールを変更しても電話に新しい言語は

表示されません。これは、CME ロケールの変更後に、Cisco Configuration Assistant の [WebEx 
PhoneConnect configuration] ウィンドウにアクセスしなかった場合にだけ発生します。

回避策 WebEx PhoneConnect アプリケーションを設定する前に、CME ロケールを設定して

ください。

また、PhoneConnect ユーザを設定し、CME ロケールを変更した後で、ユーザ電話の [WebEx 
PhoneConnect] 画面に新しい言語が表示されない場合は、次の手順を実行してください。

1. CCA の開いている [WebEx PhoneConnect configuration] ウィンドウをすべて終了します。

IP 電話の開いている [WebEx PhoneConnect application] 画面をすべて閉じます。

2. CCA で、[Applications] > [Smart Business Applications] に進み、WebEx PhoneConnect ア
プリケーションを選択して、[Setup Options] をクリックし、WebEx PhoneConnect アプリ

ケーションにログインします。[PhoneConnect Application Main] ウィンドウが開き、CME 
ロケールが PhoneConnect アプリケーションに送信されます。

3. [OK] または [Apply] をクリックします。

上記のアクションを実行した後も、新しい言語が電話に表示されない場合は、次の手順を実行し

ます。

1. すべての [WebEx PhoneConnect configuration] ウィンドウと [IP phone] 画面を再度終了し

ます。

2. [Maintenance] ウィンドウ（[Maintenance] > [Restart/Reset]）から CUE を再起動します。

3. CUE の再起動が完了するまで待ちます。

CSCsx62251 WebEx PhoneConnect：[Join before meeting start] オプションをホストだけが利用でき、参

加者は利用できない。

現象 非音声 WebEx Meeting Pro をスケジュールし、参加者を開始時刻の x 分前までに参加させ

るオプションを指定した場合、開始時刻の x 分前コール ボタンと共にアラートがホストだけに送信

されます。参加者へのアラートには、会議開始時刻まで [Call] ボタンが表示されません。

回避策 なし

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）

参照番号 説明
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WebEx PhoneConnect：電話が断続的に会議にダイヤルできない。

現象 電話ユーザは、PhoneConnect で会議に自動ダイヤルできないことがあります。[Call] ボタ

ンを押すと、電話はダイヤリング画面のままになり、音声は聞こえません。

回避策 回復するには、電話ユーザが手動でコールを終了する必要があります。電話ユーザは 
[Services] ボタンを押し、[WebEx Meetings] > [Today] を選択して、[Details] をクリックしま

す。続いて、[Call] をクリックして自動ダイヤルを再試行するか、[meeting details] ページの情

報を使って手動で会議にダイヤルインできます。

CSCsx10880 WebEx PhoneConnect：代替ホストとホストの両方が会議に参加できない。

現象 ユーザが代替ホストとの会議を作成すると、ホストと代替ホストの両方が会議に参加できま

せん。会議に参加する最初のホストにホスト特権が与えられ、その他のホストは会議に参加できま

せん。

回避策 なし

CSCsz50873 WebEx PhoneConnect：会議参加者を表示すると、XML パーサー エラーが表示される

現象 WebEx 会議タイトルに特殊文字が含まれている場合、参加者を表示すると、XML パー

サー エラーが IP 電話に表示されます。

回避策 なし

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）

参照番号 説明
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CSCsx86872 カスタム SIP プロバイダーの Day 2 の変更は、別の PC から行った場合には正確に行われない

[Telephony] での Day 2 の追加または変更の一部が、カスタム SIP プロバイダーに正しく設定

されません。たとえば、追加された DID が適切に登録されていない場合があります。カスタム 
SIP プロバイダー名は [SIP Provider] ドロップダウン リストに表示されますが、テンプレート

情報は表示されません。また、Cisco Configuration Assistant アプリケーション ログには次の

エラーが記載されます。

++: ERROR: : SIPData: SIP Provider read from device is not supported by any 
template: <PROVIDER NAME>

この問題は、カスタム SIP プロバイダーが UC 520 に設定されていても、Cisco Configuration 
Assistant インストール読み取り設定に SIP プロバイダー テンプレート（.xml）が追加されてい

ない場合に発生します。

UC 520 にカスタムの SIP プロバイダーを最初に設定するには、Cisco Configuration 
Assistant インストールに SIP プロバイダー テンプレート（.xml）を追加する必要があります。

その設定が UC520 に適用されると、ユーザがカスタム SIP プロバイダーを追加しなかったとし

ても、その他の Cisco Configuration Assistant インストールでリードバックできます。この問

題は変更が行われると発生します。この場合、そのプロバイダーのすべての属性がシステムのデ

フォルトになります。

SIP トランクの設定以外に、次のテレフォニー設定は、正しく動作させるための SIP プロバイ

ダー テンプレート（.xml）で定義される属性によって異なります。

• ダイヤル プラン：アウトバウンド コールの処理

• ダイヤル プラン：インバウンド コールの処理 

• ボイスメール PSTN 番号

• AA PSTN 番号

• アナログ ファクス 

回避策 この問題に対処するには、元の Cisco Configuration Assistant インストールだけを使

用してテレフォニー関連の変更を行うか、同じ UC 520 の設定に使用するすべての Cisco 
Configuration Assistant インストールにカスタム SIP プロバイダー テンプレート（.xml）を追

加します。

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）

参照番号 説明
Cisco Configuration Assistant 2.0 以降のリリース ノート 51



リリース ノート
 

なし サービス プロバイダーの SIP トランク設定が別の PC からロードされると、DID が登録されな

い

現象 サービス プロバイダーの SIP トランク設定が 2 つの異なるデバイス（たとえば、2 台の 
PC）から UC 500 にロードされると、DID は登録されません。

回避策 Cisco Configuration Assistant を使って SIP テンプレートの設定を実行する場合、デ

バイスを 1 台だけ使用する必要があります。

CSCsx22527 Wireless Setup ウィザードを起動できない

現象 Quick Test Pro Java アドインがインストールされた PC では、Wireless Setup ウィザード

が起動に失敗して、Java エラーが表示される。

回避策 Quick Test Pro Java アドインをアンインストールしてから、Cisco Configuration 
Assistant を再起動してください。これで Wireless Setup ウィザードが適切に起動します。

CSCsu81384 インターコム：インターコムのラベルを編集できるが、ルータに適用されない 

現象 ユーザが電話ボタンをインターコムとして選択し、ボタン ラベルを編集した場合、変更が

ルータに適用されると、ユーザが入力したボタン ラベルは、Cisco Configuration Assistant に
よって「Intercom <user name>」に置き換えられます。

回避策 なし

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）
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CSCsu45838  ダイヤル プラン：発信番号にアウトオブバンド権限が適切に表示されない

現象 [Voice] ウィンドウの [Dial Plan] タブで設定された発信番号の場合、権限は空欄であるか、

または [Permissions] フィールドを選択すると現行の値が失われます。これは、Permissions 値が

サポートされていない場合に発生する可能性があります。つまり、この値が次のカテゴリのいずれ

にもマッピングされていません。

• Local, Local-Plus（ローカル、ローカルプラス）

• National, National-Plus（国内、国内プラス）

• International（国際）

• Blocked（ブロック）

• Emergency（緊急）

• Toll-Free（フリーダイヤル）

回避策 現行値が失われる場合は、[Voice] ウィンドウをリフレッシュするか、ウィンドウを閉

じて再度開くことによって復元できることがあります。

Cisco Configuration Assistant によって設定されたものではない、またはサポート対象ではな

い権限を含む発信番号を変更する際には、細心の注意を払ってください。また、[Permissions] 
フィールドをクリックしないようにしてください。

発信番号の Permissions 値は、次のように CLI にマッピングされます。

dial-peer voice <tag> pots

 corlist outgoing <corlist name>

アウトオブバンド設定では、Cisco Configuration Assistant は通常グレーアウトされた値また

はディセーブルの値を表示し、それ以上変更できません。

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）

参照番号 説明
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CSCsv62730 ダイヤル プラン：着信ダイヤル プランで AA 番号のスワップを処理しない。

現象 多対 1 のダイヤル プランに 2 つの自動音声応答が宛先として設定されている場合にこの 2 
つの自動音声応答のパイロット番号をスワップすると、両方の多対 1 ダイヤル プランに、同じ自

動音声応答が宛先として設定される。

回避策 自動音声応答番号のスワップは、必ず 2 回に分けて操作してください。

たとえば、AA1 の番号が 600 で、AA2 の番号が 601 の場合、[Apply] または [OK] を 1 回だけ

クリックするのではなく、まず AA1 を 700 などの他の番号に設定してから AA2 を 600 に設定

し、[Apply] または [OK] をクリックします。スワップを完了するには、AA1 を 601 に設定し、

[Apply] または [OK] をクリックします。

CSCsw65601 IPS：エラー メッセージ エリアのラベルの変更

CCA が、不正な公開鍵に関する詳細なエラー メッセージを表示しない。

現象 Intrusion Prevention System（IPS; 侵入予防システム）に送信した公開鍵が不正な場合、

画面上部のエラー メッセージ エリアに「Click on red items to show further details」というメッ

セージが表示されますが、クリックしても詳細が表示されません（ラベルには、「Invalid public 
key」と表示されます）。

回避策 公開鍵を有効なものに更新してから、操作を再試行してください。

CSCsw66202 デフォルト ルート IP を工場出荷時のデフォルト設定から変更する際の問題

現象 IP 設定タイプを Static に変更しても、工場出荷時設定のデフォルト ゲートウェイが削除さ

れません。

回避策 まず、工場出荷時のデフォルト IP 設定を PPPoE-DHCP に変更し、続いて IP 設定タ

イプを Static に変更します。

CSCsw90152 UC520 のフラッシュ メモリにエラーがある場合、CCA が使用可能なフラッシュ容量として

「-1」を表示する

現象 UC 520 のフラッシュ メモリに問題がある場合、「Cisco Configuration Assistant Software 
Upgrade」ウィンドウに、フラッシュの使用可能な容量が「-1」と表示されます。この問題は、通

常ソフトウェア パッケージが以前のバージョンにダウングレードされたときに発生します。

回避策 フラッシュ メモリを交換するか、ルータをリロードしてから、show flash: または 
dir flash: コマンドを使用してフラッシュ メモリに問題がないことを確認します。

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）
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CSCsw89917 複数の除外が設定されている場合、CCA には最初の DHCP プール除外だけが表示される

現象 複数の除外のうち、CCA には最初の DHCP プール除外だけが表示されます。DHCP プー

ルは、複数の除外を処理できません。たとえば、[Configure] > [Routing] > [DHCP Server] で除外

を次のように設定したとします。

 192.168.2.1 - 192.168.2.39

 192.168.2.60 - 192.168.2.65

 192.168.2.245 - 192.168.2.254

[DHCP Exclusions] タブには、最初の DHCP プールである 192.168.2.40 ～ 192.168.2.59 だ
けが表示されます。192.168.2.66 ～ 192.168.2.244 も有効な DHCP プールとして表示される

はずですが、表示されません。

回避策 なし。機能に影響はありません。

CSCsw91364 CCA Device Setup ウィザード：VLAN 1 アドレスを変更する際の問題

現象 初期設定を行った後に、Device Setup ウィザードを再実行して VLAN 1 IP アドレスを変更

すると、次の問題が発生する場合があります。

• IP NAT 設定が最新の VLAN IP アドレスに更新されない。

• Device Setup ウィザードを 2 回目に実行すると（初回実行時に、IP アドレスを工場出荷

時のデフォルト IP アドレスから変更している場合）、CCA に、変更後の IP アドレスでは

なく、工場出荷時のデフォルト IP である 192.168.10.1 がまだ表示されている。

回避策 Device Setup ウィザードの VLAN 1 IP アドレスが変更されてから NAT を再設定して

ください。

CSCsw87298 ダイヤル プラン：CCA が桁間タイムアウトのデフォルト値 10 を読み込まない。

現象 CCA は、デフォルトの桁間タイムアウト値 10 を読み込むことができません。[CCA Dial 
Plan] タブから桁間タイムアウト値を 10 秒に設定すると、ルータ上では 10 秒として設定されてい

ても、CCA の GUI には、デフォルトの 5 秒が表示されます。

回避策 桁間タイムアウト値を、11 秒 または 9 秒に変更してください。

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）

参照番号 説明
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CSCsw92347 ダイヤル プラン：トランクにリストがない場合、CCA が緊急番号のアクセス コードをリード

バックできない

現象 緊急番号にトランク（T1/E1、BRI、FXO、SIP）が関連付けられていない場合、つまり緊

急番号のトランク リストに None が選択されている場合は、CCA は緊急番号用のアクセス コード

をリードバックしません。

回避策 緊急番号は、必ずトランクと関連付けてください。緊急番号を削除するか、トランクに

関連付けてください。

CSCsu44759 ファイアウォールのチェックボックスがオフの場合、ユーザに警告を出すか、ファイアウォール

を VLAN 100 から削除するようにする

現象 Cisco UC520 上で Cisco Configuration Assistant をデフォルトのファイアウォール設定で

呼び出す場合、VLAN 100 およびループバック 0 インターフェイス上のファイアウォール設定は削

除されません。注：VLAN 100 は音声 VLAN として、ループバック 0 は TFTP 送信元インター

フェイスおよび SCCP として使用されます。

回避策 これは仕様どおりです。

CSCsh99313 Cisco Configuration Assistant が、同じユーザ名とパスワードを使用して複数のデバイスにア

クセスする

現象 ユーザは、デバイスまたはコミュニティの特権設定（「読み取りと書き込み」または「読み

取り専用」）に関わらず、無線 LAN コントローラを検出して、コミュニティに追加できます。

回避策 同じユーザ名とパスワードのペアを無線 LAN コントローラに関連付ける場合、そのコ

ミュニティ内の無線 LAN コントローラの特権設定も同一にしてください。「読み取りと書き込

み」コミュニティ内の無線 LAN コントローラを検出する場合は、「読み取りと書き込み」用のユー

ザ名とパスワードのペアだけを入力し、「読み取り専用」コミュニティ内の無線 LAN コントローラ

を検出する場合は、「読み取り専用」のユーザ名とパスワードのペアを入力してください。

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）

参照番号 説明
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SCsu45832  ダイヤル プラン：着信 DID 移行が FXO だけでトリガーされ、DID をオープンできない

現象 音声設定を適用すると、[Voice] > [Dial Plan] > [Incoming Call Handling] セクションに次

のエラーが表示される。

Your current configuration needs to be updated with new Dial plan.Click 
Configure button to provide necessary information.

ただし、[Direct Inward Dial Translations (DID)] ボタンがディセーブルになっています。

この状態がトリガーされるには、次の複数の条件が存在しなければなりません。

• FXO だけが存在する。

および

• 1 人以上のユーザに PSTN 番号が定義されている。

さらに、次のいずれかを満たしている。

（a）ルータが以前 CCA 1.0/1 で設定された。

または

（b）ユーザ情報が [Voice Features] > [Users] タブからインポートされた直後である。

回避策 次の手順で、DID 設定を削除してください。

1. [Service Provider] を選択して、SIP トランクをイネーブルにします。[DID Configure] ボタン

がイネーブルになります。

2. [DID] ウィンドウを開いて、表示されている DID をすべて削除します。

3. [OK] を選択します。

4. [Service Provider] に [None] を選択して、SIP トランクをディセーブルにします。

また、上記の（b）が原因の場合は、インポートしたファイルからすべての PSTN 番号を削除し

てください。

FXO は DID 設定をサポートしていないことに注意してください。すべての PSTN 番号は、

FXO サービス プロバイダーによって処理されます。

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）

参照番号 説明
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CSCsi84426 アクセス ポイントのリロード失敗時に Cisco Configuration Assistant エラー メッセージが表示

される

現象 Autonomous アクセス ポイントのソフトウェアをアップグレードすると、デバイスが 
DHCP から新しい IP アドレスを取得した場合にデバイスをリロードできません。

回避策 問題のアクセス ポイントをコミュニティから削除し、そのアクセス ポイントを新しい 
IP アドレスで再度追加してください。

CSCsj70928 [Create SSID] のプルダウンに VLAN が表示されない

現象 AAP 521 を使用して無線ネットワークの SSID を作成すると、[VLAN] ドロップダウン メ
ニューに VLAN ID が表示されないことがあります。

回避策 回避策はありません。

CSCsj75176 デフォルトのクレデンシャルを、ユーザが削除または変更しなくてはならない

現象 800 シリーズ ルータと UC 500 は、デフォルトのユーザ クレデンシャル（cisco/cisco）を

組み込んだデフォルト設定で出荷されます。Cisco Configuration Assistant では、初期設定終了

後に、このデフォルト クレデンシャルの削除は強制されませんが、このクレデンシャルを残して

おくと、実動環境でセキュリティ ホールになる可能性があります。

回避策 次の手順でデフォルト ユーザの「cisco」を新しい管理者ユーザに変更して、すべての 
UC 500 シリーズおよび UC 800 シリーズのデバイスを保護してください。

1. [Configuration] タブの [Device Properties] メニューから、[Users and Passwords] を選
択します。

2. デバイス リストからデバイスを選択します。選択したデバイスのローカル ユーザ名が表示
されます。

3. [Create] をクリックします。

4. 新しいユーザ名とパスワードを入力し、特権レベルを 15 に設定します。

5. [OK] をクリックします。新しいユーザが、ローカル ユーザ名リストに表示されます。

6. デフォルト ユーザの「cisco」を選択します。

7. [Delete] をクリックし、[OK] をクリックします。

8. デバイスごとに、ステップ 2 ～ 6 を繰り返します。

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）

参照番号 説明
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CSCsk70541 短縮ダイヤルをファイアウォールのある WAN インターフェイス上で起動すると、短縮ダイヤル

が動作しない

現象 WAN インターフェイス上では、短縮ダイヤルを使用できません。短縮ダイヤル機能で使用

される TFTP トラフィックは、WAN インターフェイス上のファイアウォールによってブロックさ

れます。

回避策 ファイアウォールを手動で設定して、PC とデバイス間の TFTP トラフィックを許可し

てください。

CSCsl01400 Cisco Configuration Assistant は、デフォルト ephon-dn をすべて読み取る必要がある

現象 Cisco Configuration Assistant は、[Share] メニューおよび [Overlay] メニューの電話で使

用されたことがない番号がある場合、デフォルトの ephone-dn 内線番号をすべて表示しないこと

があります。

回避策 回避策はありません。

CSCsl04378 ISO イメージを削除する前に、FTP 接続を確認する必要がある

現象 UC520 上の IOS イメージをアップグレードする際に十分な空き容量がないと、Cisco 
Configuration Assistant は自動的に古い IOS イメージを削除します。ただし Cisco Configuration 
Assistant は、Cisco Configuration Assistant を実行している PC と UC520 間の TFTP 接続およ

び FTP 接続を確認しません。PC と UC520 間の FTP 接続および TFTP 接続に問題がある場合、

新しいイメージをコピーできないため、UC520 は有効な IOS イメージを持たない状態になってし

まいます。

回避策 アップグレードを実行する前に、PC と UC520 間の接続が完全に確立されていること

を確認してください。

CSCsl14487 パラメータを変更するたびに、SIP 電話ロードがデバイスに送られる

現象 SIP 電話の電話ロードは、デバイス設定が変更されるたびに、デバイスに再送されます。

回避策 電話が初めてロードされた後に、ローカル ディレクトリ

（$CCA_HOME¥appdata¥phoneloads）から電話ロード ファイルを削除すると、追加（不要）

のロード発生を回避できます。不要なロードが発生しても、機能上の影響はありません。設定変

更を適用する前に、音声タスクが TFTP 電話ロードの転送が完了するまで（数秒間）待機するの

で、このアクティビティでは、パフォーマンスが若干低下します。

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）

参照番号 説明
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CSCsl22571 SIP トランク エラー メッセージで必須フィールドを要求する必要がある

現象 必須の SIP トランク フィールドに値が入力されない場合、Cisco Configuration Assistant 
は「please correct errors marked in red」というメッセージを表示します。このメッセージは

本来、「Fields marked in red are mandatory」としなくてはなりません。

回避策 回避策はありません。

CSCsl23427 キーシステム モードで、発信コール トランスレーション プロファイルが設定されない

現象 Cisco Configuration Assistant は、キーシステム モードでは発信コール トランスレーショ

ン プロファイルを設定しません。

回避策 回避策はありません。

DID が設定されていない場合、[Configure] ボタンが緑で断続的に点灯する

現象 デバイスを設定するために [Direct Inward Dialing (DID)] ウィンドウで変更を行った後で、

DID ウィンドウを閉じて再度開いてから変更を削除すると、変更する設定が存在しなくても 
[Apply] がイネーブルになります。

回避策 回避策はありません。

CSCsl65972 [SIP Trunk service provider] ドロップダウン メニューに AT&T や Cbeyond が含まれていては

ならない

現象 発信ダイヤル プランは、選択した SIP トランク サービス プロバイダーと互換性がありませ

ん。

• [Voice] ウィンドウの [Dial Plan] タブで選択した発信番号計画ロケールは北米ではありま

せん。

• それでも AT&T、Cbeyond Communications およびその他一部の北米の SIP トランク プ
ロバイダーを、[SIP Trunk] タブの [SIP Trunk Providers] リストから選択できます。

これはユーザビリティの問題であり、機能に影響はありません。

回避策 SIP トランク プロバイダー（AT&T、Cbeyond Communications、またはその他の北

米の SIP トランク プロバイダー）を設定する際は、必ず番号計画ロケールの [North American] 
を選択してください。通常、サービス プロバイダーは特定のロケールに関連付けられています。

選択した SIP トランク サービス プロバイダーが、選択した番号計画ロケールと互換性があるこ

とを確認してください。

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）

参照番号 説明
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CSCsl76932 ユーザ作成のアウトオブバンド会議ディレクトリ番号が使用される、または削除される

現象 CLI を使用してアドホック会議の ephone-dn を作成した場合、アウトオブバンド アドホッ

ク会議に設定した会議番号が Cisco Configuration Assistant で使用されたり、削除されたりする

ことがあります。

回避策 回避策はありません。

CSCsl76957 ephone の OOB 問題

現象 Cisco Configuration Assistant がアウトオブバンド ビデオおよびユーザ名設定パラメータ

をリセットする場合があり、これによって、CME 設定と CUE 設定が一致しなくなることがあり

ます。

回避策 回避策はありません。

CSCsl78177 アウトオブバンド音声パーク スロット設定が上書きされる

現象 Cisco Configuration Assistant によって認識されないパーク スロット MWI 設定パラメータ

は、Cisco Configuration Assistant によって削除されます。

回避策 回避策はありません。

CSCsl78188 アウトオブバンド音声一斉同報設定が上書きされる

現象 Cisco Configuration Assistant によって認識されない一斉同報設定コマンドは、Cisco 
Configuration Assistant によって削除されます。

回避策 回避策はありません。

CSCsl78190 アウトオブバンド音声ユーザ名パラメータが上書きされる 

現象 Cisco Configuration Assistant によって認識されないユーザ名コマンドは、Cisco 
Configuration Assistant によって削除されます。

回避策 回避策はありません。

CSCsl90562  ユーザ パスワード確認が早く表示される

現象 Cisco Configuration Assistant を使用して [Security/VPN Server] ウィンドウからユーザ 
アカウントを作成すると、Cisco Configuration Assistant はユーザ名とパスワード確認が正しく

表示されないことがあります。ユーザ名とパスワードを入力し、カーソルを [Confirm Password] 
フィールドに移動すると、Cisco Configuration Assistant は確認メッセージを正しく表示しない

ことがあります。

回避策 回避策はありません。

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）

参照番号 説明
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CSCsl78865 音声変換ルールにルールを追加すると、ルールが上書きされる

現象 音声変換ルールに手動で追加されたルールで、タグ 1111 が付いたものは、DID 設定の作成

後、上書きされます。

回避策 発信者 ID 変換を設定する際は、必ず Cisco Configuration Assistant GUI をしてくだ

さい。

CSCsm17687 AT&T SIP トランクの設定時に、廃棄されたアクティブ会議とアドホック ハードウェア設定の削

除が失敗する

現象 AT&T SIP トランクなどのその他の機能を設定しているときに、アクティブなアドホック会

議が終了することがあります。また、ソフトウェア会議（参加者が 3 名以下）に切り替えた後も、

ハードウェアベースのアドホック会議設定が削除されないことがあります。

回避策 Cisco Configuration Assistant を使用してデバイス設定を変更する前に、アクティブ

な会議コールが存在しないか確認することをお勧めします。この推奨事項に従わず、会議をソフ

トウェアに切り替えた後もハードウェア ベースのアドホック会議設定が削除されない場合は、デ

バイスに設定を保存してリロードしてから Cisco Configuration Assistant でソフトウェアベー

スの会議に切り替えてください。

CSCsm31494 メールボックスを持つユーザの削除と変更

現象 [User Extensions] タブでユーザの削除および変更を行うと、内線番号が不必要に削除され

ます。

回避策 回避策はありません。

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）

参照番号 説明
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CSCsm44521 無線 LAN コントローラ（WLC）のバックアップが開始されるまで、設定が保存されない

現象 Cisco Configuration Assistant では、無線コントローラの設定が変更された場合、WLC 設
定のバックアップが行われるまでは、デバイス設定の保存を求めるプロンプトが表示されません。

回避策 この問題には、次の 2 つの回避策があります。

設定をバックアップする前に、手動で設定をファイルに保存します。

1. ツールバーの [Save Configuration] をクリックします。

2. [Hostname] メニューから、[WLC] を選択します。

3. [Save] をクリックします。

4. [Maintenance] > [Configuration Archive] を選択します。

5. [Hostname] メニューから、[WLC] を選択します。

6. [Back UP] をクリックします。

デバイスの設定をバックアップする前に、必ず設定を保存するようにプリファレンスを設定しま

す。

1. ツールバーの [Preferences] をクリックします。

2. [Configuration Archive] タブを選択します。

3. [Save the configuration on the device before backup] チェックボックスをオンにします。こ

の設定は、コミュニティ内のすべてのデバイスに適用されます。

4. [Maintenance] > [Configuration Archive] を選択します。

5. [Hostname] メニューから、[WLC] を選択します。

6. [Back UP] をクリックします。

CSCsm96235 タイム ゾーン変更メッセージが直観的でなく、紛らわしい

現象 タイム ゾーンを変更すると、警告メッセージに「CUE reload need at least 5 minutes, do 
you want to proceed with reload?」と表示されます。メッセージをスキップすると、CME でタイ

ム ゾーンの変更は行われません。

回避策 タイム ゾーンを変更する場合は、メッセージをキャンセルしないでください。

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）

参照番号 説明
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解決済みの警告事項

この項では、次の解決済みの警告事項について説明します。

• 「Cisco Configuration Assistant 2.2(1) で解決された警告事項」（P.64）

• 「Cisco Configuration Assistant 2.2 で解決された警告事項」（P.65）

• 「Cisco Configuration Assistant 2.1(1) で解決された警告事項」（P.65）

• 「Cisco Configuration Assistant 2.1 で解決された警告事項」（P.67）

• 「Cisco Configuration Assistant 2.0(1) で解決された警告事項」（P.68）

• 「Cisco Configuration Assistant 2.0 で解決された警告事項」（P.70）

Cisco Configuration Assistant 2.2(1) で解決された警告事項

CSCso26948 特定の設定フローにオーバーレイが設定されないことがある

現象 [Overlay phone] ボタンを設定すると、スタック オーバーフローが発生する場合がありま

す。

回避策 [Overlay] ボタンを設定する前に、[Apply] をクリックしてデバイスに現行の設定を

プッシュします。

表 6 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) 以前の未解決の警告事項 （続き）

参照番号 説明

表 7 Cisco Configuration Assistant 2.2(1) で解決された警告事項

参照番号 説明

CSCtc91796 ユーザ モードの FXS ポートの設定ミスによって、フックフラッシュ会議の問題が発生する

CSCtc18598 CE 520 のスイッチ ポートをディセーブルにすると、Java 例外エラーが生成される

CSCtd30917 デバイス プロパティ：ユーザ名とパスワードの設定中に、例外がスローされる

CSCtd34069 オンライン ヘルプ：WLC 526 で [Configure RADIUS] ダイアログのヘルプを起動するときの

エラー

CSCtd26771 システムが一定時間アイドル状態になると、[Multiple Phone Loads] ダイアログ ウィンドウが表

示される（「Removing settings for phones firmware not in flash and saving configuration」）
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Cisco Configuration Assistant 2.2 で解決された警告事項

Cisco Configuration Assistant 2.1(1) で解決された警告事項

表 8 Cisco Configuration Assistant 2.2 で解決された警告事項

参照番号 説明

CSCtc77593 SSL VPN 設定でスプリット トンネル オプションを使用できない

UC 500 プラットフォームで SSL VPN 設定する場合、スプリット トンネル モード オプション

を CCA GUI から設定できるようになりました。

CSCtc77647 CCA によって設定された SSL VPN サーバが UC 500 の場合、リモート PC はトンネルを介し

てインターネットにアクセスできない

CSCtc73534 SIP トランク：SIP トランクが G.711 u-law コーデックをサポートしない場合、アナログ ファ

クス コールが失敗する

CSCtc75668 マルチサイト VPN ステータス サマリーに正しくない VPN トンネルのステータスが表示される

CSCtc77340 Telephony Setup ウィザードで、デフォルトのダイヤル計画としてアルゼンチンが間違って設定

される

CSCtc78158 Telephony Setup ウィザード：管理者のユーザ名およびパスワード フィールドに特殊文字が含

まれていると例外が発生する

表 9 Cisco Configuration Assistant 2.1(1) で解決された警告事項

参照番号 説明

CSCtc23196 VLAN 75 は SR 520 のアクセス VLAN でなくてはならない

CSCsz22785 Telephony Setup ウィザードで入力したユーザ名にハイフン（-）およびピリオド（.）を使用で

きない

CSCta65011 CCA が適切に機能するように、CCA はユーザに Windows Vista でユーザ アカウント制御を

ディセーブルにするよう求める

CSCtb16779 UC 520 がログイン クレデンシャルを提示すると、CCA は応答を停止する

CSCtb38469 ボイスメールのローカリゼーション： CCA は 7.0.3 で一部の言語をローカライズできない
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CSCtc01639 CCA がトラブルシューティング ログを正しく生成しない

CSCtb99585 コール転送設定を変更すると、ボイス メールボックスが削除される

CSCtc10397 SIP トランク デバッグに debug voip rtp session named-event を追加する

CSCtb93819 SSL VPN を削除できないため、DHCP を設定できない

CSCtc10409 [Dial-by-extension] を選択すると、発信者が正しくない内線番号に送られる。発信者が正しい内

線番号に到達しても、ボイスメールは間違った内線番号に残ったままになります。UC 500 Early 
Adopter ソフトウェア パッケージ 7.1.1 で発見されました。

CSCtc04331 メンテナンス機能を WAN 接続上で許可する必要がある

ローカル サイトにないデバイスに対するリモート アクセス制限が削除されています。

CSCtb61247 ソフトウェア アップグレード：フラッシュをフォーマットする前に、CCA は TFTP/FTP 接続を

チェックする必要がある

CSCtb28058 DN を Normal から Shared に変更すると、ボイスメールが GDM に変更される

CSCtc04807 NAT を設定できない

CSCtc04821 VPN サーバの設定を削除できない

CSCtb65694 ソフトウェア アップグレード：CCA はエラー処理能力を向上させる必要がある

CSCtc10963 ソフトウェア アップグレード：ロード コマンドが新しい電話に設定されていない

CSCtc11009 実動サーバから L-UC-PRO-8U= のライセンスを無効化できない

CSCtc37039 コール プログレス トーンに [United Kingdom (cptone GB)] を選択した場合、音声ポートに必要

な CLI を追加すること

CSCtc00334 新しい VLAN を設定するときに、NAT および NAT ACE が設定されない。

新たに作成された VLAN インターフェイスの下に「ip nat inside」を設定するには、最初に 
NAT 設定を削除し、NAT 設定を再設定してから適用する必要があります。このような状況が発

生したとき、ポップアップ ダイアログにこのメッセージが表示されます。

CSCsy38743 SIP 電話で作成されたユーザに対して、メールボックスが表示されない

CSCtb95807 SR 520-T1：CCA が IPS の設定に失敗する

CSCtc28962 VPN サーバと NAT をイネーブルにすると、ルート マップが再設定されない（VPN サーバ設定を

編集すると、CCA がエラーで終了する）

表 9 Cisco Configuration Assistant 2.1(1) で解決された警告事項 （続き）

参照番号 説明
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Cisco Configuration Assistant 2.1 で解決された警告事項

CSCtc36544 Telephony Setup ウィザードで発生する問題を解決するために、UK ダイヤル プランが更新され

た

表 9 Cisco Configuration Assistant 2.1(1) で解決された警告事項 （続き）

参照番号 説明

表 10 Cisco Configuration Assistant 2.1 で解決された警告事項

参照番号 説明

CSCsz54435 Telephony Setup ウィザード：FXO VIC カードが存在するとき、GUI に FXO ポートが重複す

る

Telephony Setup ウィザードでは、重複した FXO ポートを設定するよう求められることはあり

ません。

CSCta42612 ダイヤル プラン：ニュージーランド テンプレートでの緊急時の権限の問題

緊急時コール権限の冗長なエントリは削除され、現在この問題は発生しません。

CSCta31613 SSL VPN トラフィックが SR5XX のファイアウォールを通過しない

SR5XX プラットフォームに SSL VPN サーバを作成すると、VPN トラフィックが SR5XX の
ゾーンベースのファイアウォールを予期したとおりに通過できます。

CSCsy56244 Telephony Setup ウィザード：CUE の読み取りが 99% でタイムアウトになる

現在この問題は発生しません。

CSCsz67916 ユーザは Cisco Configuration Assistant できれいに削除されない

電話ユーザを削除した後、重複する内線番号は表示されなくなりました。

CSCsz39957 SIP トランク（Paetec）：ヘアピンコール（PSTN ～ AA、AA ～ PSTN への Call Forward All 
を使用する内線）で双方向音声がない

セカンダリ コーデック プリファレンスを削除するために、SIP 設定テンプレートが修正されま

した。これは、AT&T、Broadview Networks、Nuvox、One Communications、Covad、お

よび PAETEC の各 SIP プロバイダーに適用されます。
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Cisco Configuration Assistant 2.0(1) で解決された警告事項

表 11 Cisco Configuration Assistant 2.0(1) で解決された警告事項

参照番号 説明

CSCsw29413 WebEx PhoneConnect：Cisco モデル 7937 IP Phone、ソフト キーオート プレスでパーサー 
エラーが生成されます。

CSCsy32577 WebEx PhoneConnect：Cisco モデル 7937 IP 会議電話は、応答後、DTMF 番号のダイヤル

中に第 2 発信音を鳴らします。

CSCsz62705 UC 500 に 64 ユーザ ライセンスをインストールできない。

CSCsz77806 Telephony Setup ウィザード：AA およびプロンプト管理の内線検証

Telephony Setup ウィザードでは、ユーザ内線を 297（プロンプト管理内線とオーバーラップ

する）または 209（工場出荷時のデフォルト内線割り当てとオーバーラップする）に設定できな

くなりました。

CSCsz88497 Telephony Setup ウィザード：プロンプト管理内線番号を設定可能にする必要がある。

プロンプト管理内線番号は、現在 Telephony Setup ウィザードから設定できるようになり、プ

ロンプト管理内線は、他の内線とオーバーラップしないように検証されます。

CSCsz53524 ダイヤル プラン：デフォルトのアクセス コード変更が新規のダイヤル プランと既存のダイヤル 
プランに適用される必要がある

CCA はデフォルトのアクセス コードの変更に対して、次のように応答します。

• ユーザがデフォルト アクセス コードを変更し、ダイヤルのプラン ロケール テンプレート

を選択した場合、すべてのダイヤル パターンは更新されたアクセス コードを受信します。

• 発信ダイヤル パターンがすでに存在し、ユーザがデフォルトのアクセス コードを変更した

場合、更新されたアクセス コードは既存のすべてのダイヤル パターンに適用されます。

CSCsz53107 WebEx PhoneConnect：[CCA PhoneConnect] ログイン ウィンドウの経過表示バーが表示さ

れない

CSCsz54061 Webex PhoneConnect：サイト名に特殊文字が含まれていると例外が発生する

CSCsz21911 オプションのボイス メールボックス：個人ボイス メールボックスを再度イネーブルにすると、

新しい PIN の入力を求められない
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CSCta09407 CCA では、TFTP ベースの B-ACD コール統計情報に URL サフィックスが必要となる

CCA の [Basic ACD] ウィンドウにある [B-ACD report configuration] オプションは、URL サ
フィックスを設定できるように変更されました。

CSCsz74045 プロンプト管理で検証制約条件を緩和し、ファイル名にドットを使用できるようにする必要があ

る

現在、オーディオ プロンプト ファイルでドット文字を使用できます。

CSCta02334 CCA を使って古いアクセス コードを削除しても、音声変換ルールから削除されない

CSCta02282 変換ルール、転送パターンが更新されてもアクセス コードが削除されない

CSCsz95502 カスタム トランク グループを作成しても、FXO ポートがトランク グループに割り当てられない

CSCsz73228 SR 520-FE デバイスでは、WAN FE4 インターフェイスが Smartports で無視される必要があ

る

CSCsz93035 SIP トランク アクセス リスト（アクセス リスト 2）により、B-ACD へのコールが妨げられる

CSCsz61233 CCA：カスタマー サイトに接続したときに、[Restart CUE] カラムが表示されない

この問題を解決するために、[Restart CUE] オプションは、[Restart/Reset] ウィンドウから 
[Topology] ビューの右クリック メニューに移されました。

CSCsz93617 基本 ACD の CME レポートの場所では、URL にスペースが含まれていないか確証する必要があ

る

CSCsz37996 UC520 に対して Telnet パスワードが正しく設定されない

CSCsz85605 CCA を 1.8 から 2.0 にアップグレードした後で汎用 SIP の DSP リソース エラーが発生する

CSCsz51685 WebEx PhoneConnect：WebEx admin パラメータが欠落しているため、PhoneConnect ロ
グイン ウィンドウが閉じる

CSCsz38291 SNMP：CCA は dot-11 MIB トラップの設定に失敗する

CSCta11532 音声：多数のユーザを設定すると、各ユーザのメールボックスが欠落する 

CSCsy31104 ダイヤル プラン：DID が 4 ～ 5 桁の数の場合、CCA は発信者 ID を割り当てることができない

問題を解決するために、発信者 ID プレフィックス設定が発信コール処理の [Caller ID] タブに追

加されました。

表 11 Cisco Configuration Assistant 2.0(1) で解決された警告事項 （続き）

参照番号 説明
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Cisco Configuration Assistant 2.0 で解決された警告事項

CSCsz96505 B-ACD バージョン 2.1.2.3 でコールが廃棄される。B-ACD バージョン 3.0.0.2 のサポートを追

加する必要がある

CSCsz57595 Voice Setup ウィザード：アナログ ポートがユーザ電話とファクスの両方として設定される

CSCsz54456 Telephony Setup ウィザード：Telephony Setup ウィザードの設定が T1 VIC 装着の 16 ユー

ザ UC 520 に適用されると、例外が発生する。

CSCsz54346 ソフトウェア アップグレード後、TSW 経過表示バーが 95% で応答しなくなる

CSCsz56416 新規の管理者アカウント情報が CUE に伝搬しない

CSCsw39035 設定したユーザが [Hunt/Blast] ドロップダウン リストに表示されない

表 11 Cisco Configuration Assistant 2.0(1) で解決された警告事項 （続き）

参照番号 説明

表 12 Cisco Configuration Assistant 2.0 で解決された警告事項

参照番号 説明

CSCsw97803 工場出荷時のデフォルトにリセットしてもルータのリロードに失敗することがある

CSCsv74789 新しい SPA 525G 電話では、電話ロードの自動アップロードが機能しない

CSCsv89726 [Configuration Archive] > [Back Up] の間にタイムアウトが検出されるが、エラー メッセージ

に原因が表示されない

ソフトウェア アップグレード、バックアップと復元、または短縮ダイヤル ファイル転送で 
TFTP タイムアウトが検出されると、Cisco Configuration Assistant はメッセージ「UC 500 
loopback network unreachable」と既存のエラー メッセージを示すダイアログを表示します。

このメッセージが表示されると、ユーザは Cisco Configuration Assistant を実行している PC 
上でデフォルト ゲートウェイを 192.168.10.1 に設定する必要があります。

CSCsw45797 Device Setup ウィザードに戻っている間、変更した情報が GUI に反映されていない

Telephony Setup ウィザード（[Home] > [Telephony Setup Wizard]）を使用して、UC 520 の
初期設定を実行します。Device Setup ウィザードを使用して、AP521、CE520、SR 520、お

よび WLC526 の各デバイスを設定できます。
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CSCsu96289 CCA では、音声データのロード中、[Software Upgrade] ウィンドウまたは [Backup/Restore] 
ウィンドウを起動できない

CSCsw74122 CCA が Live Record 番号に対して内線を検証しない 

CSCsw68412 アプリケーション（ビデオ）：ビデオ テレフォニーをイネーブルにしているときのエラー メッ

セージ

ユーザが Cisco Configuration Assistant からビデオ テレフォニー アプリケーションをディセー

ブルにしてからイネーブルにすると、ユーザ インターフェイスに誤った情報が表示されます。エ

ラー メッセージ「Failed to enable the application video telephony」が表示されますが、ビデ

オ テレフォニーはルータでイネーブルになります。

CSCsw43631 ST- Cbeyond ：電話タイプ「アナログ ファクス」が永続的でない

アナログ ファクス設定は、[Configure] > [Ports] > [Analog Port Settings] に移されました。

ファクスのロールは、トランク、プロバイダー、またはファクス プロトコルにかかわらず持続し

ます。

表 12 Cisco Configuration Assistant 2.0 で解決された警告事項 （続き）

参照番号 説明
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CSCsk87779 組み込みの FTP サーバが起動しない

組み込みの FTP サーバを起動できないというメッセージが表示されます。アプリケーションの

アップグレードに成功したことが報告される場合がありますが、次の状態が発生することがあり

ます。

• ボイスメールの言語アップグレードが失敗する。

• 自動音声応答または B-ACD スクリプト転送が失敗する。

• バックアップまたは復元機能が失敗する。

• [Reset to Factory Default] オプションが失敗する。

• アップグレード後、CUE イメージ機能が正しく機能しない。

現在 Cisco Configuration Assistant は、FTP サーバが起動に失敗すると、適切なメッセージを

表示します。

ユーザは次のステップを完了して、FTP サーバの起動を妨げるものがないことを確認する必要

があります。

1. Cisco Configuration Assistant をインストールした PC でサードパーティの FTP サーバが実

行されていないことを確認します。

2. Cisco Configuration Assistant アプリケーションを再起動し、この手順を再試行します。

3. PC とデバイス間の FTP トラフィックおよび TFTP トラフィックがファイアウォールによって

ブロックされていることを確認します。

表 12 Cisco Configuration Assistant 2.0 で解決された警告事項 （続き）

参照番号 説明
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マニュアルの入手方法、テクニカル サポート、およびセキュリティ ガイ

ドライン

マニュアルの入手方法、テクニカル サポート、マニュアルに関するフィードバックの提供、

セキュリティ ガイドライン、および推奨エイリアスや一般的なシスコのマニュアルについて

は、次の URL で、毎月更新される『What's New in Cisco Product Documentation』を参

照してください。シスコの新規および改訂版の技術マニュアルの一覧が示されています。

www.cisco.com/en/US/docs/general/whatsnew/whatsnew.html

Cisco Small Business Support Community サイトでは、Cisco SBCS プラットフォー

ムの設計、実装、メンテナンスに関して VAR およびパートナーをサポートするリソース

を提供しています。Cisco Small Business Support Community にアクセスするには、

Web ブラウザで次の URL にアクセスしてください。

www.cisco.com/go/smallbizsupport

Cisco Configuration Assistant 2.1 に関する文書変更

Cisco Configuration Assistant では、リリース 2.1 以降、次の文書が提供されています。

• 『Cisco Configuration Assistant Smart Business Communications System 
Administrator Guide』は、CCA を使用して実行できるすべての機能および設定タス

クについて説明する包括的かつ詳細なガイドです。

既存の『Getting Started with Cisco Configuration Assistant Guide』は、新しい管

理ガイドに置き換えられました。このガイドは、CCA のオンライン ヘルプ システム

から PDF 形式でも入手できます。

• オンライン ヘルプ オンライン ヘルプにアクセスするには、CCA のウィンドウおよ

びダイアログに表示される [Help] ボタンをクリックし、メニューバーから [Help] > 
[Contents] を選択するか、F1 キーを押してアクティブ ウィンドウのヘルプを表示し

ます。

• 各種リリース ノート

Cisco.com で Cisco Configuration Assistant の文書にアクセスするには、次の URL に
アクセスしてください。

www.cisco.com/en/US/products/ps7287/tsd_products_support_series_home.html
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関連資料

Cisco では、ユーザおよびユーザのお客様が Cisco Configuration Assistant のメリット

を十分に得られるように広範囲のリソースを提供しています。

Cisco Configuration Assistant

Cisco Configuration Assistant
製品ページ（ソフトウェア ダウン
ロードへのリンクを含む）

www.cisco.com/go/configassist

Cisco Configuration Assistant テク
ニカル ドキュメント

www.cisco.com/en/US/products/ps7287/
tsd_products_support_series_home.html

UC 500 ソフトウェア パックのダウンロード

Cisco UC 500 ソフトウェア パッケー
ジとローカリゼーション ファイル
（Cisco.com へのログインが必要）

www.cisco.com/go/uc500swpk 

サポート

Cisco Small Business Support 
Community

www.cisco.com/go/smallbizsupport

Cisco Small Business Support 
Center

www.cisco.com/en/US/support/
tsd_cisco_small_business_support_center_contacts.html

CIsco Smart Business Communications システムおよびコンポーネント

Cisco Smart Business 
Communications システム

www.cisco.com/go/sbcs

Unified Communications 500 シ
リーズ

www.cisco.com/cisco/web/solutions/small_business/
products/voice_conferencing/uc_500_series/index.html

Cisco セキュア ルータ SR 500 シ
リーズ

www.cisco.com/go/sr500 

Cisco ESW 500 シリーズ スイッチ www.cisco.com/go/esw500help

Cisco IP Phone SPA 500 シリーズ www.cisco.com/go/500phones

Cisco Unified IP Phones 7900 シ
リーズ

www.cisco.com/en/US/products/hw/phones/ps379/

Cisco Small Business Pro AP 
541N デュアルバンド シングル無線
アクセス ポイント

www.cisco.com/go/ap500

Cisco SA 500 シリーズ セキュリ
ティ アプライアンス

www.cisco.com/go/sa500

www.cisco.com/go/sa500software

ライセンス通知

オープン ソース ライセンス通知 www.cisco.com/go/osln
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このマニュアルで使用している IP アドレスは、実際のアドレスを示すものではありません。マニュアル内の例、コマンド出力、

および図は、説明のみを目的として使用されています。説明の中に実際のアドレスが使用されていたとしても、それは意図的な

ものではなく、偶然の一致によるものです。
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